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午前１０時００分 開会

◎開会・開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、平成２３年第

５回美幌町議会定例会を開会いたします。

これから、本日の会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、１番新鞍峯雄さん、２番大江道

男さんを指名いたします。

─────────────────────

◎日程第２ 会期の決定

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 会期の決

定についてを議題とします。

去る６月１５日、議会運営委員会を開きま

したので、委員長から報告を求めます。

１２番吉住さん。

○１２番（吉住博幸君）〔登壇〕 おはよう

ございます。

平成２３年第５回美幌町議会定例会の開会

に当たり、６月１５日議会運営委員会を開催

いたしましたので、その内容と結果について

報告いたします。

本定例会に付議された案件は、人事案件２

件、議案１０件、報告案件５件ほかでありま

す。

本日２１日、第１日目は、まず町長から行

政報告があります。なお、追加行政報告であ

る降ひょうによる農作物の被害状況について

は、質問がある人は１人３回まで質問を認め

ることといたしました。その後、一般質問に

入りますが、通告順に、新鞍峯雄さん、中嶋

すみ江さん、松浦和浩さん、坂田美栄子さん

の４名を予定しています。

第２日目、２２日は、前日につづいて、宗

像密琇さん、岡本美代子さん、大江道男さん

の一般質問を行います。なお、美幌町自治基

本条例に基づき、本定例会から一般質問にお

ける町長等の反問をすべての質問事項につい

て認めるものといたしましたので、この場

合、反問があったときは一般質問の持ち時間

を３０分拡大し、最大９０分までといたしま

した。この取り扱いについては、今後、試行

錯誤を重ねながらの制度でありますので、こ

の目的は、この制度を高めることを念頭に置

いております。したがいまして、平成２４年

３月までに議会規則の改正を行う予定でもあ

ります。

町長等におかれましては、議会改革に向け

た新たな試みに、理解と協力をお願いいたし

ます。

第２日目は、一般質問終了後に議案審議に

入ります。同意第３号から同意第４号、議案

第３６号から議案第４１号までを予定してい

ます。

第３日目、２３日は、前日に続いて議案審

議を行います。議案第４２号から議案第４５

号まで、報告第４号から報告第８号まで、そ

の他の案件を審議いたします。

以上のとおり審議を進めることとし、会期

を６月２１日から２３日までの３日間といた

します。なお、審議の進行状況によっては、

日程の変更が生じる場合もございますので、

皆さんの理解と協力をお願いいたします。

以上、議会運営委員長の報告といたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） お諮りいたします。

ただいま議会運営委員会委員長から報告の

あったとおり、本定例会の会期を本日から６

月２３日までの３日間といたしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は本日から６月２３日ま

での３日間と決定いたしました。

─────────────────────

◎諸般の報告
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○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましても、印刷したもの

を配付しておりますので、御了承願います。

なお、山内教育委員会委員長、本日以降欠

席、鈴木農業委員会会長、明日以降欠席、加

藤選挙管理委員会委員長、本日午後以降欠席

の旨、それぞれ届け出がありました。

また、本定例会中、町広報及び議会広報用

のため写真撮影を行いますので、御了承願い

ます。

なお、報道機関の写真撮影を許可しており

ますので、あわせて御承知おき願います。

以上で、諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第３ 行政報告

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 行政報告

について。

町長から行政報告があります。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日、ここ

に平成２３年第５回美幌町議会定例会が開催

されるに当たり、御出席を賜りました議員各

位に対しまして心から感謝申し上げますとと

もに、行政報告と提出案件の概要について御

説明を申し上げます。

行政報告といたしましては、第１に、５月

１３日現在の建設工事進捗状況についてであ

ります。

提出しております参考資料のとおり、本年

度に計画いたしております工事件数３４件の

うち、土木工事１件、上水道工事１件の計２

件の発注をいたし、消化率では件数で５.９

％、工事額で１８.３％となっております。

なお、債務負担行為により施工しておりま

す第１３１号道路外３改良舗装工事（２件）

は、平成２３年９月６日で、第Ⅲ期埋立処分

場浸出水処理施設建設工事（２件）は、平成

２４年２月２９日までに、（仮称）文化ホー

ル建設工事（３件）は、平成２４年６月２９

日で、それぞれ完成する予定となっておりま

す。

また、繰越明許費による工事（８件）は、

土木工事３件、建築工事２件の計５件の発注

をいたし、未発注工事３件となっており、発

注済み工事については、平成２３年１２月９

日までに完成する予定となっております。

第２に、農作物の生育状況についてであり

ます。

本年の雪解けは平年より３日早く、４月上

旬は平均気温、日照時間とも平年を上回りま

したが、５月の前半は低気圧や気圧の谷の影

響により雨が断続的に降り、気温も低く、日

照時間についても平年よりかなり低くなった

ことなどから、植えつけ作業が平年よりおく

れている状況であります。

このような気象、農作業の状況から、各作

物の５月１５日現在の生育状況は、水稲は苗

の生育が３日おくれで推移しています。秋ま

き小麦は、平年並みであります。春まき小麦

は、出芽も良好で、生育状況は１日おくれで

平年並みであります。てん菜は、移植作業が

平年より５日おくれており、生育状況は平年

より３日おくれで推移しております。玉ねぎ

は、移植作業も順調に進み、生育状況は平年

並みであります。

なお、４月から５月１５日までにおける気

温、降水量、日照時間については、参考資料

のとおりであります。

追加行政報告としまして、第３に、降ひょ

うによる農作物の被害状況についてでありま

す。

６月１０日の午後から上空に寒気の入った

影響で大気の状態が不安定となり、オホーツ

ク管内を中心に局地的なひょうや雷を伴う激
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しい雨に見舞われ、本町におきましても午後

５時５０分ころから激しい雨と降ひょうによ

り、農作物に被害を受けたところでありま

す。

翌１１日に農業改良普及センター、農業協

同組合及び町などの農業関係機関による現地

調査の結果、農作物の推計被害面積は５３３

ヘクタールであり、特に瑞治地区、昭野地

区、美和地区、豊幌地区、福住地区、日並地

区の被害が他の地区より大きくなっておりま

す。被害金額については、今後の生育状況に

よるため、現時点では想定できない状況にあ

ります。

農作物別の被害状況につきましては、玉ね

ぎは極早生品種の葉が折れたり、傷がつくな

どの被害が１５３ヘクタールで、一部廃耕に

せざるを得ない圃場も見受けられますが、今

後、徹底した防除を行い、病気の発生を防ぐ

ようにお願いをしているところであります。

麦類は、茎が折れた被害が１１４ヘクター

ルであり、出穂期直前のため今後の経過を見

守る必要があります。

てん菜は、葉に穴があいたり、ちぎれた被

害が２０６ヘクタールで、今後の生育のおく

れが予想されますが、防除の徹底で被害の拡

大を最小限に抑えられる見込みであります。

その他は、バレイショが３９ヘクタール、

ニンジンが８ヘクタール、大豆が６ヘクター

ル、アスパラガスやキャベツなどの葉菜類が

７ヘクタールの被害状況となりました。

なお、一部表土が流され道路に流出するな

ど、被害程度の高い圃場もありますが、生育

がまだ早い時期のため、今後の防除作業の徹

底など適切な管理により、作物が回復するこ

とを期待するところであります。

被害に遭われた農業者の方々に、心からお

見舞いを申し上げますとともに、被害が最小

限となるよう、今後、万全の対応を関係機

関、団体等と進めてまいりたいと考えており

ます。

次に、御提案いたします議案等について御

説明を申し上げます。

人事案件について。

まず、本町の副町長、染谷良氏は、平成２

３年６月３０日をもって任期満了となります

が、引き続き同氏を選任いたしたく御同意を

賜りたいのであります。

次に、本町監査委員本多忠夫氏は、平成２

３年５月１１日をもって本職を辞されたの

で、後任に、髙木清氏を選任することについ

て御同意を賜りたいのであります。

動産の取得について。

議案第３６号は、ロータリ除雪車を北海道

市町村備荒資金組合より取得することについ

て、議決をいただきたいのであります。

工事請負契約の締結について。

議案第３７号は、駒生川関連第７号橋橋梁

下部建設工事の契約について、入札結果に基

づき議決をいただきたいのであります。

条例の改正について。

議案第３８号美幌町職員定数条例の一部を

改正する条例制定については、医師の増員や

診療科目の増設に伴う医療技術者及び看護師

の増員など、医療体制の充実を図るための改

正を行おうとするものであります。

議案第３９号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について及び

議案第４０号美幌町教育委員会教育長の給与

及び勤務時間等に関する条例の一部を改正す

る条例制定については、健全化な財政運営の

確保及び行政改革の推進を図るため、特別職

等の給与月額を任期中に限って減額しようと

するものであります。

議案第４１号美幌町税条例の一部を改正す

る条例制定については、地方税法の改正に伴

い、東日本大震災被災者に対する特例適用及

び非課税制度の創設と、国民健康保険税の課

税限度額を引き上げるための改正を行おうと

するものであります。

各会計補正予算について。

まず、一般会計の主なものとして、地域公

共交通活性化・再生総合事業負担金として８

５７万５,０００円。介護基盤緊急整備特別

対策事業補助金として４,１８１万２,０００
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円。戸別所得補償制度推進事業費補助金とし

て２９９万９,０００円。間伐材安定供給コ

スト支援事業補助金として３５１万円などの

増額補正を行おうとするものであります。

次に、特別会計についてでありますが、国

民健康保険特別会計については、保険税還付

金の増額を、公共下水道特別会計については

公共汚水桝設置工事費の増額を、病院事業会

計につきまして、重要な資産の取得を設定す

るための補正を行おうとするものでありま

す。

報告事項について。

まず、繰越明許費についてでありますが、

平成２２年度一般会計予算に計上しておりま

した庁舎玄関改修事業ほか１３事業の一部に

ついて年度内執行が困難なため、平成２３年

度に繰り越しをいたしましたので、御報告を

申し上げる次第であります。

次に、株式会社美幌峠牧場振興公社及び財

団法人美幌みどりの村振興公社について、そ

れぞれ平成２２年度に係る経営状況の報告書

が提出されましたので、御報告を申し上げる

次第であります。

なお、細部につきましては、後ほどそれぞ

れ御説明を申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げ、行政報告と提出案件の概要説明といたし

ます。

以上、よろしくお願いをいたします。

○議長（古舘繁夫君） ただいまの追加行政

報告についてのみ質問を許します。

質問は、１人、３回までといたします。

６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 追加行政報告の中に

おきまして、農作物の被害という報告があ

り、その中に土砂の流出等の被害の圃場もあ

るという説明がありますが、関連といたしま

して、数日前、委員会等の中で農作物以外に

道路の土砂の流出だとか、そういう部分も数

カ所あるということ報告を受けまして、町

内、要するに農業被害以外の被害の状況がど

のような形だったのか、また、その後の対策

はどうなったのかをお聞きしたいです。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） まず、私の

ほうから建設水道部の所管に対しまして道路

施設、またはそれについての御報告、被害状

況の説明をさせていただきたいと思います。

路面・路肩決壊、小規模の路肩決壊という

ことで７カ所、それから土砂の流出、という

のは、圃場の流出、取りつけ道路とかが埋

まって、土砂の流出という形で町道の部分に

ついては２３カ所、側溝がそれによりまして

埋まったりとか、排水管の閉塞が５カ所、そ

れから簡単な改良されていません砂利道のガ

リ浸食というか、水の流れた後の路面洗掘と

いうことで３７カ所でございます。これにつ

きましては直営班、または一部うちのほうの

手が回らないところについては、当初予算の

中で対応をしております。対応は、この１０

日以降しておりますけれども、また１７日の

夜、そういうのがありましたので直したとこ

ろ、またそれからそういう部分で被災を受け

ている箇所がありまして、随時、今、直営班

の中で、または当初予算の中で対応している

状況であります。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質問ありませ

んか。

１０番宗像さん。

○１０番（宗像密琇君） ただいま報告いた

だいたのですが、引き続き同じ点ですけれど

も、以前にこういう被害があったときに、道

路に土砂、または上の畑から流れ込んできて

河川に土砂が入ったとか、いろいろな事件が

あったのですが、その時点においては、例え

ば上の畑でいわゆる畑を改良して、一部業者

のミスによって流れ出たと、そのようないわ

ゆる検証が済んでいるのか済んでいないの

か、その辺お伺いしておきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今の御質問

の事例に関しましては、そういう事業とかの

形の中で影響した土砂、洗掘流出という箇所

につきましては、今のところ大きな箇所は２
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カ所あります。そして駒生に関係しまして

は、上のほうの区画整理した中で土砂の流出

をしたということの部分の中では、地権者で

あります大空町の所有者と原因者負担という

部分の中で、できる最小限のものを現在対応

していただいております。

あと、田中のほうについては、今の圃場の

絡みで区画整理だとかいろいろな形の中で、

低い圃場の中で土砂が来て、低いほうの圃場

の方が、そういう形の部分で被害を受けてい

ると。区画整理であった附帯施設という側溝

だとかいろいろの形の部分の中で、どういう

形でするのか、地権者の中の話し合いを進め

た中で対応していく、今のところの状況でご

ざいます。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像さん。

○１０番（宗像密琇君） よくわかりまし

た。

以前の場合うやむやのうちに、わけわから

なくなって終わってしまったという経過がご

ざいますので、後ほどわかり次第また報告い

ただけるのかどうなのか、その辺お尋ねして

おきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今、うちの

ほうで農業者や面的な部分の今までの補助を

かけた中の事業の中でいろいろやっておりま

すけれども、もともとの補助の持っている施

設というか、所管する地権者の管理する部分

だとか、またはそれは町で管理する部分、ま

たはそれの部分の占用を受けた中の許可条件

だとか、余りはっきりされないところがあり

ますので、そういうことを踏まえた中で検討

をして、きちっと今後の管理を含めた中で管

理責任とか、そういう形の部分で明確になる

ような方向性を検討していきたいと思います

ので、ちょっと時間かかりますけれども、そ

ういう形の部分、できれば報告させていただ

きたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質問ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質問なしと認めま

す。

これで、行政報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第４ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 一般質問

を行います。

通告順により、発言を許します。

１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君）〔登壇〕 私は、さき

に通告いたしました４項目４点について質問

させていただきます。

まず、財政再建についてであります。

平成１９年６月、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律、いわゆる健全化法が成立

し、平成２１年４月に施行されました。借入

金の返済額の大きさを財政規模に対する割合

であらわした実質公債費比率１８％を超える

と、新たな借り入れに対して国の許可が必要

になり、２５％を超えると、単独事業に対す

る借り入れが制限されます。

美幌町の実質公債費比率は、平成２０年度

が１９.９％、平成２１年度は１８.６％、平

成２２年度でありますが、中期財政試算によ

りますと１６.７％でありますけれども、ま

だまだ厳しい状況と言えます。平成２３年度

の当初予算は、３月１１日の東日本大震災発

生以前に編成され、３月の定例議会で承認さ

れております。総額、約１８６億３,０００

万円、前年度よりも８億８,０００万円、比

率にして４.９％の増加となっております。

私が危惧しておりますのは、今、日本は国と

地方を合わせた長期債務残高が９００兆円を

超える、先進国では最悪の水準と言われてお

ります。この膨大な赤字に、さらに東日本大

震災の復興予算が加算されようとしているこ

とであります。

町の財源で、大きなウエートを占める今年

度分の地方交付税３８億４,０００万円が果

たしてどうなるのか、町民税などの自主財源

も減少傾向にあります。当然、平成２４年度

以降の地方交付税に対しましても厳しい予測
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が必要であります。国家財政の危機は、美幌

町の財政にも大きな影響を与えるとの認識の

もと、今こそ危機感を持って財政の健全化に

向けた改革を本気で進めなければ、早期健全

化団体に入るおそれは十分に考えられます。

東日本大震災の発生が、美幌町の財政状況に

どのような影響を及ぼすのか、町長に説明願

います。

２点目でありますけれども、（仮称）文化

ホールの完成記念事業について質問申し上げ

ます。

（仮称）文化ホールの建設は、今、順調に

進んでおり、平成２４年１０月には完成予定

であります。来年は開設１２５年でもあり、

こけら落としとしていろいろ計画されている

と思いますけれども、文化ホール完成記念事

業として、ＮＨＫのど自慢の開催を考えてみ

てはどうでしょうか。美幌町で、ＮＨＫのど

自慢放送が行われたのは、今から２９年前の

昭和５７年８月、予選会は町民会館、本番は

スポーツセンターで実施されております。

毎週日曜日の昼時、全国津々浦々を会場に

放送されており、視聴率も二けたをマークし

ております。何よりも美幌町を全国に幅広く

ＰＲできる絶好のチャンスであります。早い

時期、今からでも考えてみてはどうでしょう

か、文化ホールの記念事業としての考えをお

聞かせください。

３点目でございます。町道の維持管理。

今、道路は、なくてはならない存在になっ

ております。しかし、美幌町の道路は、地域

によって路盤が悪いために、雨水ます、汚水

ますが沈下していたり、逆に飛び出している

箇所が数多く見受けられます。縁石なども壊

れて、放置されたままになっている箇所が数

カ所ある。特に、旭団地周辺の通学区域に多

く見られ、通行にも支障を来し、早急な整備

が必要とされます。住民の安全な交通を守る

ためにも、道路整備は非常に重要であり、補

修のおくれは生命の危険にもつながります。

財源の確保は当然のことながら、日ごろの

チェック体制のあり方と対策をお伺いしま

す。

４点目でございます。しゃきっとプラザの

利用促進についての質問です。

町民の健康づくりの拠点施設、また、保健

福祉の複合施設として、平成１６年１０月に

開設し、ことしで７年目を迎えようとしてい

るしゃきっとプラザ、これまでにさまざまな

教室や事業を実施することで、健康増進、医

療費減少などに着実に成果を上げておりま

す。

現在、町の人口約２万１,５００名のう

ち、約６,０００名の町民の方、これは６５

歳以上であります。健康で長生きするために

も、低料金で利用できる町の施設として、広

報紙などでＰＲしていますけれども、さらに

より多くの町民の皆様に利用していただける

よう半年、または１年に１回、保存版と称し

てＡ３サイズのＰＲ版を広報紙の発行ととも

に出されてはどうかと思います。町長の見解

をお伺いします。

以上、４点についての質問であります。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 新鞍議員の

御質問にお答えを申し上げたいと思います。

初めに、財政健全化についてであります

が、その前に、２番目の（仮称）文化ホール

の完成記念事業については、後ほど教育委員

会のほうから答弁をさせていただきたいと、

そのように思います。

まず、平成２１年４月から全面施行された

財政健全化法でありますが、それまでの財政

再建法と異なり、財政健全化の過程に早期健

全化、財政再生の２段階スキームを盛り込

み、財政破綻する前の予防策を初めて法的に

義務づけたことが、最も特徴的だと思いま

す。そして判断基準として、全会計を含め四

つの指標が用いられ、現在、本町でも最も危

惧されているのは、御指摘の実質公債費比率

であります。この実質公債費比率は、地方債

における許可制度が平成１７年度から協議制

度へ改正されたときに、新たに設けられた指

標で、本町のこれまでの状況は平成１７年度
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のスタート時点では２３.３％と非常に高

く、全国類似団体１３２団体中ワースト１位

と、最悪な状況でありましたが、それ以降、

新発債の抑制や繰り上げ償還を行い、毎年改

善され、平成２２年度決算見込みでは、初め

て協議団体となる予定でありますが、算定式

の母数である標準財政規模が小さくなれば改

悪してしまうことから、予断を許さない状況

にあります。

しかし、自治体の財政状況をこれらの財務

指標のみで判断することは危険であり、人口

の推移と年齢構成、地域経済の動向、社会保

障費の推移、住民ニーズの変化、自主財源の

推移、地方交付税の推移、地方債残高、積立

金残高、財政投資事業等のあらゆる視点に

立って判断しなければならず、本町において

は、これらを総合的に判断したとき、将来の

少子高齢化という未知の人口構造の変化の中

で、厳しい財政運営を強いられることは、容

易に予想されるところであります。

次に、膨大な長期債務を抱える我が国にお

いて、さらに東日本大震災の復興予算が必要

となることによる本町の予算への影響につい

てのお尋ねでありますが、その中で当初予算

の前年度からの伸びについて触れられており

ますが、対前年比４.９％の増は、債務負担

事業である（仮称）文化ホール整備事業や子

ども手当の拡充などによるものであることを

御理解願いたいと思います。

そこで御承知のとおり、現在、政府におい

ては東日本大震災の復興対策を盛り込んだ補

正予算の編成を急いでいるところであります

が、巨額な財政捻出が最大の課題となってお

ります。国債の発行や国家公務員給与の削

減、消費税等基幹税の増税など、さまざまな

検討を行っている最中ですが、増税に対して

は景気の低迷を誘因するとの慎重論もあり、

今は国の動向を見守る時期と考えます。

本年度の普通交付税につきましては、６月

交付分までは前年度ベースで交付されてお

り、例年どおり７月上旬に本算定を予定して

おりますが、現在のところ特別枠として１,

２００億円の追加以外、震災による算定の影

響についての情報は入っておりません。本年

度の地方交付税への影響があるとするなら、

特別交付税の３月交付分が懸念されるところ

でありますが、それ以上に来年度以降、相当

影響が出るのではないかと危惧しているとこ

ろであります。今後においてもさらなる健全

化に取り組み、手綱を緩めることなく将来に

向け、安定した財政基盤の構築を図ってまい

りたいと思います。

東日本大震災の発生が、我が町の財政にど

う影響するかということですが、このたびの

震災は大津波に原発事故が重なり、我が国に

とってはかり知れない大惨事と化し、何より

も小さな子供からお年寄りまで、本町の人口

を超える犠牲者を出したこと。また、今もな

お約９万人が避難所での暮らしを強いられて

いることが、最大の打撃と受けとめておりま

す。被災地の復興はむろんのこと、我が国を

いかに再建するかという日本全体の問題であ

り、国、全国の地方自治体、そして全国民が

支え合って取り組んでいかなければならない

ことと受けとめておりますので、御理解願い

たいと思います。

次に、町道の維持管理について。

町道の維持管理体制のあり方とその対策に

ついてでありますが、本町における道路整備

につきましては、町道整備計画に登載されて

いる路線の中から、毎年、現地調査を行いな

がら、緊急性の高い路線及び利用頻度が高い

路線を中心に、５カ年を基本として計画的な

整備を行っております。

また、凍上などにより生じた雨水ますや汚

水ます回りの段差修繕や陥没などによる道路

の補修については、車両及び歩行者などの通

行に支障がある箇所を随時行っているほか、

毎年、除雪で支障となる雨水ますやマンホー

ルの高さ調整を行っております。

質問の趣旨であります日ごろのチェック体

制についてですが、パトロールカーによる巡

回パトロールを初め、道路・公園維持管理に

従事している臨時職員及び建設グループ職員
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が、作業中、または外勤の際にパトロールを

兼ねた対応を行っておりますが、隅々まで行

き届かないのが現状となっております。今後

におきましては、日ごろのパトロール強化を

図りながら、自治会などとの連携を図り、車

両及び歩行者等の安全確保に努めるととも

に、限られた予算で効率的な整備の執行に努

力してまいる所存でありますので、御理解の

ほどよろしくお願いをいたしたいと思いま

す。

次に、しゃきっとプラザの利用促進につい

て。

利用促進に向けたＰＲ版の作成と配付につ

いてでありますが、美幌町保健福祉総合セン

ターしゃきっとプラザは、赤ちゃんからお年

寄りまでの保健サービス、高齢者や障害者

（児）への福祉サービス、そして住民みんな

の健康づくり実践機会を一体的に提供する保

健と福祉の複合施設として、平成１６年１０

月にオープンし、６年８カ月が経過しまし

た。健康遊浴室、運動指導室の利用者数につ

きましては、年々増加傾向にあり、平成２２

年度は４万２,７５７人と、過去最高の利用

者数を記録したところでございます。

利用者が増加している主な要因といたしま

しては大きく三つが考えられ、一つ目としま

しては、平成２１年４月から共通利用券の引

き下げ、１施設限定券廃止により、利用しや

すいように料金の改定を行ったこと。二つ目

としましては、週１４種類の健康運動や水中

運動、介護予防の教室を開催し、新たに運動

を行うきっかけづくりを継続して実施してい

ること。三つ目は、安全で効果的な健康運動

や介護予防の助言が行えるよう健康運動指導

員全員を対象とした研修の開催や、新規健康

運動指導員を対象とした研修会を開催し、資

質の向上を図っていることなどが考えられま

す。

さらに、今後といたしましては、町立国保

病院や保健師との連携を強化しながら、運動

の個別指導内容の検討を行うなど、指導内容

の充実を図りたいと考えております。

御質問のありました広報等を利用したＰＲ

活動ですが、現在は広報びほろに、３月、７

月、１１月の年３回教室開催の記事掲載によ

るＰＲや、昨年３月に作成しました健康づく

りマニュアルをイベントや教室利用者、各種

団体への配付によりＰＲなどを積極的に実施

しております。

今後ますます高齢率が高まる中で、健康づ

くり、介護予防を推進することは医療費抑制

にもつながることから、半年ごとに教室開催

スケジュールや内容など、健康遊浴室や運動

指導室をわかりやすく記載したＡ３の保存版

用案内を作成し、広報紙、ホームページなど

によりＰＲを行い、新たな利用者を含む利用

者数の増加を図ってまいりたいと考えており

ます。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君）〔登壇〕 それで

は、２点目の（仮称）文化ホールの完成記念

事業について御答弁を申し上げたいと存じま

す。

御質問の（仮称）文化ホールの完成記念事

業として、ＮＨＫのど自慢放送の開催を考え

てはどうかについてでありますが、ＮＨＫの

ど自慢の場合、開催場所の規模が１,１００

席以上との制約もあり、ホール規模から（仮

称）文化ホールでの開催は不可能でありま

す。しかしながら、ＮＨＫで開催しておりま

す公開番組は、のど自慢のほか、歌謡、演

芸、バラエティ、カルチャー、子供向けなど

多くのジャンルがあり、それぞれに開催場所

の規模、ステージサイズ、必要備品などの要

件が決められており、それらの中には（仮

称）文化ホールでの開催が可能な番組もあり

ます。そのようなことから、ＮＨＫ北見放送

局との間で、文化ホールでの開催可能な公開

番組について協議を行うなど、招致の可能性

も含め検討してまいりたいと考えておりま

す。

（仮称）文化ホールオープニングでの記念
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事業の基本的な考え方としまして、子供から

お年寄りまで多くの町民にかかわっていただ

く中、文化関係者や団体の力が結集した記念

のお祝いにいたしたいと考えております。現

在、文化連盟など文化活動団体との意見交換

を既に始めており、その内容を踏まえ、（仮

称）文化ホールオープニングに合わせた記念

事業として取り組んでまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いを申し上げま

す。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍さん。

○１番（新鞍峯雄君） 再質問をさせていた

だきます。

まず、１番の財政健全化についての再質問

でありますけれども、財政健全化法が施行さ

れて２年を経過しましたが、この法律の果た

す役割は非常に大きいと言えます。美幌町の

財政は、一時危機的状況にありましたけれど

も、ここ二、三年若干よくなってきておりま

すけれども、まだまだ厳しいと言えます。

町長は、先ほど自治体の財政状況を財務指

標のみで判断することは危険であり、あらゆ

る視点に立って、総合的に判断しなければな

らないと発言しています。しかし、この後、

将来の少子高齢化という未知の人口構造の変

化の中で、厳しい財政運営を強いられること

は、容易に予想されると発言しています。

このことは、私がさきに発言した町民税と

地方交付税の減少は、美幌町の財政がさらに

厳しくなる今こそ危機感を持って改革を本気

で進めるべきと、強く訴えたつもりでありま

す。まさにそのとおりではないかと。東日本

大震災発生からきょうで１００日を超えてお

ります。被災した４２市町村の６割が、現在

も生活再建のめどが全く立っていない状況で

あります。宮城県では、１２市町村すべてが

財政再生団体に陥る、非常に厳しい状況にあ

ります。このように多くの被災者の悲しみ、

苦しみは、私たちの想像をはるかに超えたも

のであります。

さらに、さまざまな痛み、これをみんなで

支え合い、助け合っていかなければ本当に厳

しいものになります。町の限られた予算、こ

れに対する配分、配分に伴う優先順位、これ

は行政のかじ取り役であります町長の重要な

責務と考えます。厳しい財政に対する私のこ

の強い思い、どうか真剣にとらえて、美幌町

のキャッチフレーズである真の「キラリ夢輝

く町」になるよう最善の努力をお願いしたい

と願っております。ところで、町長は、今後

においてもさらなる健全化に取り組みとあり

ますが、具体的にどのように取り組むのか説

明願います。

次に、（仮称）文化ホールの完成記念事業

……。

○議長（古舘繁夫君） 新鞍さん、今、お尋

ねしたので、お座りいただいて、町長から。

町長。

○町長（土谷耕治君） 御質問いただきまし

た。私の実感としては、財政健全化法ができ

て、１８％のとこまで実質公債費負担率が、

ようやっと来たという思いを強めておりま

す。これは、何も行政だけの努力ではなく

て、この間、多くの町民の皆さんに負担を強

いてきたこともあります。そして我慢を強い

てきたこともあります。そして議会の皆さん

と相談して、行政改革に徹底的に取り組むと

いうこと、そういったことが総合的になし得

て、ようやっと１８％までたどり着いてきた

というのが実感でございます。

ただ、財政指標も今の新しい健全化法で

は、四つの指標で一つの判断をすると。要す

るにイエローカードを出すかレッドカードを

出すかという判断がありますけれども、た

だ、これだけを見て健全財政だと言えるかと

いうと、そうではないと私は思っておりま

す。例えば、基金の残高がどれぐらいあっ

て、将来その負債返済にどれぐらい充てるか

とか、さまざまな問題があると思いますの

で、この四つの指標だけがクリアできたか

らって、安心できるものではないのではない

かなと、そんなふうに思っておりますし、こ

れからの美幌町の行く末を考えてみると、や

はり大変財政状況厳しい状況に相変わらず置
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かれるのではないかという、そういう認識は

新鞍さんと私は多分同じだと思います。

そんな中で、今後も危機感を持って改革に

敢然と向かうべきだということでございま

す。私どもも、たしか昭和６１年から行政改

革の大綱第１条をつくって、それ以降ずっと

行政改革に努めてきております。これは、も

ちろん議会議員の皆さんの先輩が提案してい

ただいたこと含めて、多くの見直しを進めて

きたところでありますので、今後においても

民間でできることは民間にしっかりやってい

ただくということを基本に、改革に進んでい

きたいと、そんなふうに思っております。

それで今後の取り組みについてであります

けれども、まず各種財政計画、町は、持って

おります。これの着実な実行、これをしっか

りとやっていくということであります。その

一つには、公的資金補償金免除繰上償還に係

る健全財政化計画というものを立てておりま

すので、これにしっかり沿った努力をしてい

くということもありますし、また、第３次の

行政改革大綱、また、合わせて第４次の行政

改革実施計画、さらには外部委託推進計画、

これらについてもしっかりと取り組む。そし

て公債費負担適正化計画、これは１８％を超

えた部分でつくりなさいという計画でありま

すから、こういったこともしっかりと取り組

んでいきたいと。その上で、手綱を緩めるこ

となくしっかりと取り組みをして、将来にわ

たる行政サービスの安定的、そして継続的な

サービスを提供できるように健全財政に取り

組んでまいりたいと、その覚悟でおりますの

で御理解を賜りたいと、そのように思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍さん。

○１番（新鞍峯雄君） ただいまの件に関し

ては、わかりました。

次に、（仮称）文化ホールの完成記念事業

についての再質問であります。

（仮称）文化ホールの観覧席５００、この

件に関しては当初から気にかかる点でありま

した。放送エリアが全国規模のＮＨＫのど自

慢でありますから、見に来られる方の人数が

少なく見積もっても２,０００から３,０００

は超えると、そういうことですので、開催が

不可能であることは十分に理解できます。現

実路線に切りかえて、可能な番組をＮＨＫ北

見放送局と綿密に協議されて、実現できるこ

とを願っております。

ここで美幌町で開催された２９年前のＮＨ

Ｋのど自慢放送について少々お話をいたしま

す。今は予選会、出られるのが２５０名、本

番が２０名でございます。美幌町で開催され

た２９年前は、全員が予選会に出られまし

た。このときは約４８０名、その中に町職員

の方がおられまして本番にも出ております。

当時は、本番２５名で、そのうち美幌町から

参加された方は１２名、予選会で私は無地の

真っ白なＴシャツに、クレヨンで漫画風の絵

をかいて出場しました。

当時、美幌町の観光メインは、一つには和

牛まつり、今も続いておりますけれども、こ

のときは２年目ですか、二つ目は手づくりの

いかだで川下り、そしてクッシーブームであ

ります。この３点をうまく組み合わせた絵を

かいたわけであります。すなわち丸太をロー

プで組んだいかだをかき、その上で黒毛和牛

とクッシーが笑顔で握手をしていると、その

奥には美幌峠と書いてあるくいを立てた。そ

の絵なのですけれども、問題の歌の題名は兄

弟仁義ですが、私のメインは歌に入る前に仁

義を切りながらせりふを語ると。

要するに結論を申しますと、美幌町の観光

を全国にＰＲするのが目的でありました。も

ちろん何も見ないでせりふを言う、７月３１

日の予選会は見事にクリアしたわけでありま

すけれども、翌８月１日、非常に外は暑かっ

た。気温が３３度、スポーツセンターで煙幕

張っていましたから、館内は熱気で３８度か

ら４０度でございます。金子アナウンサー、

ゲストで細川たかしさん、この年、１２月３

１日のレコード大賞、２年連続レコード大賞

を受賞しております。そして小林幸子さんで

した。
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何と入場の際に、細川たかしさんが黒毛和

牛を連れて、小林幸子さんが木彫りのクッ

シー、重さ５キロぐらいありますか、持って

入ってきたわけであります。そのとき初めて

自分は選ばれた、これで選ばれたと、そうい

う理由がわかったわけであります。今は、最

初から終わりまで、出演者とゲストが全員舞

台にそろって盛り上がりを見せておりますけ

れども、当時の舞台はゲストの歌手のみ、ア

ナウンサーはおりますけれども、本番、私は

４番目で、町職員の方は、そのすぐ後でし

た。

いよいよ自分の出番になりまして、舞台に

上がって舞台の中央に進み出ました。目の前

は人人人、人の洪水のような圧巻でございま

す。そこで歌に入るわけですけれども、せり

ふですね、毎度ありがとうございます。ここ

は北海道の美幌町です。阿寒国立公園の表玄

関口、美幌峠があります。豊かな緑とロマン

にあふれた美幌をどうぞよろしくお願いしま

す。これだけの簡単なせりふなのですけれど

も、せりふに全神経を使って、歌に入ったら

全くしっちゃかめっちゃかで、館内は大爆笑

であります。歌いながら、もしかしたら鐘が

ならないのではと思ったのは確かでありま

す。鐘は鳴りましたけれども、舞台からおり

ようとしたら金子アナウンサーにとめられ、

３０秒余りのインタビューの中では、「調子

はどうでしたか」と聞かれ、舞台の入り口を

指さして、そこまではよかったのですが、こ

こに来て落ちましたと言うと、さらに「この

絵はどうしました」と。私は子供の……、

（発言する者あり）ということでございま

す。以上、かいつまんで申し上げました。

最後に、完成後の文化ホールでＮＨＫのど

自慢放送は、いずれ開催できると思っている

町民の方が少なからずおられると思いますの

で、早い時期に広報紙か何かで案内されては

どうでしょうか。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） お答えを申し上げ

たいというふうに思いますが、まず基本的

に、このこけら落としといいましょうか、

オープニングの記念事業については、本当に

町民の皆さん２０年近く待ちに待って、よう

やく完成を見ると、実現を見るということで

ありますので、このオープニングにつきまし

ては、町民の皆さん挙げてお祝いをいただけ

ればと、このように思っておりまして、その

ような形でのオープニングをまず基本に考え

たいというふうに思います。

ただ、いろいろな冠事業ですとか、今、お

話がございましたＮＨＫを初めとする各放送

局の公開番組ですとか、これらのことも当然

考えてまいりたい、そういうことでありま

す。

町民の中には、のど自慢がいいのではない

かと、そういう期待をされているということ

なのだろうというふうに思いますが、まず、

基本的にはこの場所での開催は、先ほど答弁

申し上げましたとおり、これはなかなか実現

は不可能ということでありますので、このこ

とだけに関して皆さんにお伝えをするという

ことではなくて、オープニングに向けて、

今、検討をしておりますので、そのあり方、

あるいはどのようなものが計画をされるかと

か、その検討の内容等については順次、町民

の皆さんにお伝えをしてまいりたい、このよ

うに思います。

○議長（古舘繁夫君） 新鞍さん。

○１番（新鞍峯雄君） 次に、町道の維持管

理について再質問いたします。

町道は、町内に限らず全町広範囲に網羅さ

れており、管理する担当者も非常に忙しいの

ではないかと、私なりに理解をしておりま

す。しかし、何もなければそれで当たり前な

のですけれども、昨年も部分的に事故が起

こっているという現状で、管理については万

全を期していただきたいと思っております。

私も１年間、町の中を歩き回ったわけであ

りますけれども、私なりに道路の傷んだとこ

ろをチェックしてきました。ただ、気になる

点でありますけれども、欠陥道路、傷んだ道
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路を補修する予算が少ないということをよく

聞きましたので、生活道路として現在使用さ

れているところですから、その点は万全を期

すべきだと思っております。

巡回パトロールもこまめにしておりますけ

れども、時には車の中から道路状況がわかり

にくい、そういうときもあり、歩いてチェッ

クをしなければならないということもあると

思います。私もこれから可能な限り、道路状

況についてもチェックをしていく考えであり

ます。

以上で、道路に関する質問は終わります。

○議長（古舘繁夫君） 新鞍議員、ちょっと

確認したいのですけれども、次の質問事項に

移るということは、その質問事項がもう理解

されたということで次に移るということでよ

ろしいですよね。（「はい」の声あり）でも

今回は答弁を求めますね。（「お願いしま

す」の声あり）

町長。

○町長（土谷耕治君） 新鞍議員おっしゃる

とおりだと思います。私ども、町道管理して

おりますけれども、全体で実延長で言うと４

８０キロの町道を管理しているわけです。４

８０キロというと、札幌を超えてさらに向こ

うまで行くような、非常に長い路線を維持管

理しているということであります。ただ、そ

ういうこと、長いからチェックを怠っていい

ということではないと思いますので、例え

ば、郵便局の配達されている方からいろいろ

情報をいただいたり、町民の皆さんからもそ

うですし、あと自治会連合会、あるいはそれ

ぞれの自治会からいろいろな情報を寄せられ

る中、何とか維持管理をしているということ

でありますけれども、私ども直営でパトロー

ル専門にやっている職員もおりますので、な

お、車ばかりでなくて、たまには違った目線

でパトロールできるようにして万全を期して

いきたいと、そのように思っております。

予算がないというお話でありましたけれど

も、道路は、今までは町の中は都市計画関連

の補助金をいただいて整備をしてきました。

周辺は、農業の道営畑総事業という中で線整

備をさせていただきました。ただ、今、まさ

に維持の時代に入ってきておりますので、維

持管理費は基本的には補助もないということ

で、単費でやらなければいけないということ

で、単費をどう求めるかということになる

と、起債を頼らなければいけない。そうする

と、第１の質問の実質公債費比率が上がると

いうようなことで、非常に悩みが深いわけで

ありますけれども、いずれにしろ道路は大き

なライフラインの一つでありますので、生

活、あるいは事業活動に必要なものでありま

すから、今後においてもしっかりとパトロー

ルしながら対応していきたいと、そんな思い

でありますので、御理解を賜りたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） 新鞍さん。

○１番（新鞍峯雄君） 次に、しゃきっとプ

ラザの利用促進についての再質問をいたしま

す。

関係者の日ごろの努力と創意工夫により利

用者が少しずつふえて、昨年度は約４万３,

０００人とこれまでの最高で、今後に期待の

持てる数字であります。そこでこの上昇気流

ムードのチャンスを生かすタイミングとし

て、しゃきっとプラザのＡ３ＰＲ版が広報紙

とともに配布されるようになりますが、ＰＲ

の効果をより高めるためには、多くの人たち

が見た瞬間に、しゃきっとに行きたい、利用

したい、そうだれもが思うようなひらめきと

いいますか、斬新なアイデアが求められると

思います。

例えば、キャッチフレーズ、私が前に考え

た３点ほど。一つ目は、健康を願うしゃきっ

とプラザ、いつもあなたを待っている。二つ

目は、低料金で体力増進、病気の予防。三つ

目は、しっかり守ろう自分の体、元気で長生

きすばらしい。何か自分のことを言っている

みたいですけれども、いずれも言葉で表現し

たとき、ごろ合わせがいいのではないかなと

思って参考に述べました。

この機会に私も利用しながら、１人でも多
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くの町民の皆様に利用していただけるよう、

ＰＲに最善の努力をしていきたいと思ってお

ります。それが、行政に携わるものの使命で

あると考えております。

そこで、しゃきっとプラザのＡ３ＰＲ版の

第１号といいますか、発行時期はいつごろに

なるでしょうか、お伺いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） しゃきっとプラザも

年々、利用される方が多くなってきました。

これは、多分、町民の皆さんが健康づくりに

対するそういった意識が非常に強くなってき

た、その結果がこういう数字になってあらわ

れているのではないかなと思っております。

１回目の御質問にありましたように、やは

りこの町に住んでいて、健康な方は引き続き

健康でいていただきたいし、多少、機能障害

があれば、水中の遊浴室で機能回復をしてい

ただきたいし、また、手助けが必要な人は、

介護保険を中心に手助けをしていくというよ

うなことで、本当にこの町に住んでいてよ

かったということを何とか実現していきたい

と、そんなふうに思っております。

建設当初は、議会からも相当建設に当たっ

ては厳しい意見を、私も当時担当しておりま

して厳しい意見いただきましたけれども、よ

うやっとここに来て４万２,０００人までた

どり着けたという思い、一方であります。ぜ

ひとも今後も大いに利用していただくという

ことをしっかりとＰＲをしていきたい。

それで第１号というのは、多分これのこと

だと思いますけれども、こういうものを既に

つくってありまして、いろいろな形で機会見

つけて実は配付させていただいております。

新鞍議員、もしなければ、申しわけないです

けれども、後からお渡ししたいと思いますけ

れども、あと、健康づくりということで実は

昨年から、健康づくりを担当する部署で６８

項目にわたる受診率アップに向けた取り組み

もしております。先週の日曜日もスタンプの

発行に合わせて、健康診断受けてください、

そして受診してくださいというような取り組

みもしていただきました。しゃきっとも同じ

ように健康づくりの基地と、中核施設となる

ものでありますから、ぜひとも町民の皆さん

には今後とも利用していただきたい。そして

健康づくりに、ぜひとも励んでいただきたい

と、そんな思いでありますので、どうぞよろ

しくお願いをしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、１番新鞍峯

雄さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

再開は、１１時３０分といたします。

午前１１時１８分 休憩

─────────────────

午前１１時３０分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

５番中嶋すみ江さん。

○５番（中嶋すみ江君）〔登壇〕 本日は、

４項目について質問させていただきます。

一つ目、介護保険について。

介護保険利用負担金の減免について質問さ

せていただきます。

介護保険条例には、災害による損害や失業

などで生活が苦しい方を救済するため、保険

料の減免に関する規定があります。このよう

な特別な事情に該当される方が、実際に介護

サービスを受ける場合、利用者負担金を支払

うのは、極めて困難な状況にあるものと思わ

れます。保険料の減免と同様に、利用者負担

金についても減免する制度を検討する考えは

ないかお聞きいたします。

二つ目、国民健康保険について。

国民健康保険税及び一部負担金の減免につ

いて質問させていただきます。

税条例には、天災、その他特別の事情があ

る場合は、国民健康保険税を減免できるとの

規定がありますが、介護保険料のように失業

などで、生活が苦しい方を救済するための減

免制度がありません。介護保険条例と同様

に、失業などで収入が著しく減少した場合、

国民健康保険税を減免する制度を設ける考え
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はないでしょうか。また、他の自治体では、

一定の基準を満たす場合、医療機関を受診し

た際の自己負担、一部負担金の減免制度を定

めているところもあり、本町においても一部

負担金の減免制度を導入する考えはないか、

あわせてお伺いいたします。

三つ目、地域公共交通について。

一つ目、ワンコインバスの路線見直しにつ

いてと、ワンコインバスの停留所について質

問させていただきます。

美幌町地域公共交通総合連携計画に基づ

き、ワンコインバスの実証運行が継続されて

います。地域住民にとって利用しやすく、効

率的な公共交通体系を再構築するためのもの

であり、ワンコインバスの路線の見直しを期

待されている方が多いです。事業期間の最終

年度を迎え、路線見直しに向けたアンケート

調査なども検討されていると思われますが、

今後の取り組みについてお伺いいたします。

高齢社会が進む中、交通弱者であるお年寄

りが、生活に支障を来さないような交通網の

整備が課題になっています。特に、通院目的

でワンコインバスを利用される方が多いと思

いますが、病院や診療所の近くに停留所が設

定されていない箇所もあります。ワンコイン

バスを利用される方の事故防止の観点から、

病院や診療所の前に停留所を設置すべきと思

いますが、町長のお考えをお伺いしたいで

す。

四つ目、学習支援員について。

学習支援員の配置について質問させていた

だきます。

学習障害や注意欠陥、多動性障害を抱えて

いる子供には、教育現場において周囲が適切

なサポートを行う必要があり、そのためにも

学習支援員の配置が望まれています。町内の

小中学校では、特別支援学級を中心に介助員

を配置するほか、チームティーチングによる

教員の加配、増員を図るなど、教育環境の充

実に努めていますが、学習支援員を配置する

までには至っていません。保護者からは、学

習支援員の配置を求める声が、学校現場に届

いているものと思われますが、町教委として

の対応をお伺いしたいです。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 中嶋議員の

御質問にお答え申し上げたいと思います。

初めに、介護保険について。

介護保険利用負担金の減免についてであり

ますが、介護保険法は平成９年１２月に公布

された法律であり、高齢により要支援や要介

護状態になった方々が、その能力に応じて自

立した生活が送れるように、国民の共同連帯

の理念に基づいて必要な福祉サービス、保健

医療サービスの給付を行うことを目的として

おります。

これまでの福祉と医療に分かれていた高齢

者への介護サービスを、両者とも同様の手続

で利用者の負担による利用者の自由な選択で

サービスを受けられるよう改め、介護を社会

全体で支える新しい制度が定められ、介護保

険法に基づき、平成１２年４月に介護保険制

度が導入されました。

介護保険料の減免につきましては、美幌町

介護保険条例第９条により、保険料の減免を

できることとしております。具体的な減免対

象につきましては、第１号被保険者、または

その属する世帯の生計を主として維持する者

が、震災、風水害、火災などにより著しい損

害を受けたときや死亡、または心身に重大な

障害を受けたり、長期入院や失業、冷害など

による農作物の不作により収入が著しく減少

した場合などのときに、保険料の減免を受け

ることができることとなっております。

御質問の利用者負担金の減免につきまして

は、現段階では困難と考えますが、今後、制

度化に向けて国に要望してまいりたいと考え

ております。

次に、国民健康保険について。

国民健康保険税及び一部負担金の減免につ

いてでありますが、国民健康保険の運営は、

加入者の国民健康保険税が主要財源となって

おり、加入世帯の所得、資産をもとに負担願
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う応能割及び世帯と加入者をもとに負担願う

応益割により、国民健康保険税額が算定され

ます。低所得者の負担を軽減するため、前年

所得が一定基準以下の場合、応益割の均等

割、平等割額を世帯の所得基準により７割、

５割、２割の減額措置を講じております。

議員の質問にあります課税される年度にお

いて、失業などで収入が著しく減少した場合

の措置としては、平成２２年度より解雇や倒

産など、本人の意思によらない非自発的失業

の場合には、前年の給与取得を１００分の３

０として、所得割の算定及び軽減判定がされ

ることとなっております。

また、生活が苦しい方を救済するため、生

活保護支援を受けることとなった場合には、

国民健康保険から医療扶助になり、国民健康

保険税がかからなくなります。

さらに、災害による広範囲な被害の発生に

より、甚大な損失が発生した場合は、その都

度、災害減免条例を制定して、損失割合及び

所得の減少割合に応じた軽減、または免除措

置を行っております。このほか、何らかの事

情により国民健康保険税の納付が困難となっ

た場合は、納税相談の実施により担税力を見

きわめながら徴収猶予や、分割による納税の

緩和措置を実施しています。

御質問の介護保険条例に準じた失業、事業

休廃止などにより収入減少を要因とした減免

制度においては、町民の負担の公平と国保財

政の健全化を図る中で、現段階では困難と考

えますが、今後、法制度化に向け国へ要望し

てまいりたいと考えております。

次に、一部負担の減免制度についてお答え

いたします。

一部負担金を減免する場合は、国民健康保

険法第４４条の規定と厚労省通知一部負担金

の徴収猶予及び減免並びに保険医療機関等の

一部負担金の取り扱いに基づき行うことにな

ります。具体的には、災害や農作物の不作、

事業の休廃止、失業により収入が著しく減少

したときが該当します。

さらに、このほど厚労省の通知が改正さ

れ、新たに収入減少の認定基準が定められま

した。その内容は、入院療養を受ける被保険

者がいる世帯のうち、世帯の収入が生活保護

基準以下で、預貯金が生活保護基準の３カ月

以下の世帯が該当することとなっておりま

す。本町においても現在、これらの基準に基

づき取り扱っておりますが、一部負担金の減

免制度は、あくまで一時的な収入減少に対応

するもので、国の基準でも減免期間は療養に

要する期間を考慮し、１カ月単位の更新制で

３カ月までを標準とすることとなっており、

長期にわたる生活困窮者には、必要に応じ生

活保護の相談など、関係機関と連携を図り対

応したいと考えております。

次に、地域公共交通についてであります

が、ワンコインバスの路線見直しについてで

ありますが、町では平成２０年度より国土交

通省の補助を受け、地域公共交通活性化協議

会を立ち上げ、町内公共交通における利便性

の向上や市内循環バス、福祉バス、町営バ

ス、スクールバスの実証運行に取り組んでい

るところであります。市街地のワンコインバ

スの路線につきましては、路線拡大の要望が

ありましたことから、市内循環線の運行回数

の見直しを行うとともに、民間バス路線と競

合しないよう配慮の上、平成２１年度につい

ては野崎地区、美富団地、三橋地区、平成２

２年度については野崎地区、三橋地区を路線

拡大の上、実証運行を行っております。

また、実証運行に合わせてバスの乗降調

査、一般、高校生などのアンケート調査をす

るなど、利用実態の調査を行ってきていると

ころであります。本年度は、補助事業期間の

最終年度であり、ワンコインバスにつきまし

ては、美幌高校の統合に伴い、登下校の便と

して各１便を路線拡大し、実証運行を行う予

定であります。

次に、ワンコインバスの停留所についてで

ありますが、ワンコインバスについては、阿

寒バス株式会社が平成１５年５月より運行を

開始しており、商店や医療機関、郵便局や役

場、ＪＲ美幌駅などに各停留所を設置し、運
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転免許証やマイカーを持たない高齢者や通学

生徒を含め、町民の生活の足として重要な役

割を果たしてきております。

御質問の病院や診療所の前に、停留所を設

置すべきとのことですが、平成２２年度に乗

降調査期間の利用者１００人について行った

美幌循環線ヒアリングの結果では、ワンコイ

ンバスの利用者の利用目的は、通学、通院及

び買い物など利用される目的もさまざまであ

りますが、運行ルートの拡大や新たな停留所

の設置につきましては、一つには１回当たり

の運行時間が長くなること。二つ目には、現

行のバス停から病院までの距離については、

比較的短いこと。三つ目に、冬期間の降雪に

よる道路幅や交差点のバス運行の問題などか

ら、町内すべての病院や診療所前への停留所

の設置の実現は困難だと認識しております。

今後においては、美幌町地域活性化協議会に

おいて、３カ年の実証運行の検証やアンケー

ト調査などの分析を行い、地域住民にとって

利用しやすく、効率的な公共交通体系の構築

に向けて取り組んでまいりたいと考えており

ます。

４番目の学習支援員については、教育委員

会のほうから答弁をさせていただきます。

以上、よろしくお願いをいたしたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君）〔登壇〕 それで

は、４点目の学習支援員について御答弁を申

し上げたいと思います。

現在、美幌町が取り組んでいる支援員は、

特別支援学級及び通常学級に通う発達障害、

あるいは疑いのある児童・生徒に対して、生

活や学習上の困難を乗り越えるためのサポー

トを行っているもので、現在、５名の支援員

を小中学校に配置しています。

職務内容としては、学校に早く適応できる

ように、集団規律から学習指導補助、給食指

導補助など、さまざまな業務を行っておりま

す。具体的には本町の支援員は介助型で対応

しており、肢体不自由児にあっては車いすを

押すなど歩行等のサポート、給食の介助な

ど、学習面では勉強に集中できるよう立ち歩

く子を戻すとか、担任を中心とした授業を補

助することを目的に配置しております。

発達障害を持っている児童・生徒は、基本

的に特別支援学級で少人数指導を行うことが

望ましいため、保護者の理解、同意も必要で

あります。また、議員御承知のチームティー

チングによる教員の加配、増員は大きく二つ

に分類され、一つは少人数指導、課題別指

導、習熟度別指導を目的とするものと、二つ

目は学習進度が著しく遅い児童・生徒のた

め、あるいはいじめ、不登校、暴力行為、授

業妨害など、問題行動が顕著な学校に配置す

る児童生徒支援加配があります。

学習支援は、チームティーチングによる方

法が望ましいと考えておりまして、本町にお

いては小中学校で合計７名の教員を増員配置

し、学習支援を行っております。

なお、小学校においては、学力向上対策と

して、退職教員等外部人材活用事業非常勤講

師を採用し、放課後において国語、算数の補

充学習及び個別学習を行い、また、教科学習

に著しいおくれがあり、担任だけではフォ

ロー仕切れない児童に対して、朝の２０分間

で教員が直接指導し、基礎・基本の学力の定

着を図るための取り組みなど、学習活動では

学校ごとに工夫しながら、さまざまな取り組

みを行っております。

教育委員会といたしましては、学校長の意

見を聞き、状況を把握しつつ、従来同様の対

応をしていくこととなりますが、状況によっ

ては必要に応じて支援員の配置を検討してま

いりたいと考えております。

以上、御答弁申し上げました。よろしくお

願い申し上げます。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 介護保険について

再質問させていただきます。

今の御答弁で、介護保険制度の制度導入の

概要はわかりましたが、岡山県笠岡市では、

平成１２年４月に介護保険制度が導入された
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その年の６月には、介護保険の減免と一部負

担金減免制度を一緒に導入しております。笠

岡市が、保険料と一部負担金減免制度を一緒

に導入されたということは、本町でも条例制

定は可能ではと思います。また、保険料の減

免対象者の方は、利用者負担金の支払いは極

めて困難な状況にあるものと思われます。ゆ

えに、一部負担金減免制度を条例化すること

ができるのではないかと思いますが、お伺い

します。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、中嶋さんおっ

しゃったように、介護保険法の中でそのよう

な規定があって、やらなければいけないとい

うよりは、できるという表現になっていま

す。一部オホーツク総合振興局管内でも、利

用者負担の減免しているところも現実にござ

います。

それで今回、中嶋議員の質問で介護保険、

あるいは国民健康保険の質問の中で減免、あ

るいは免除、猶予、それから軽減といろいろ

利用者の、あるいは被保険者の負担を軽減す

る方法たくさんあると思います。その中で、

私も今回これ改めて見まして、町でいろいろ

税であるとか料であるとか保険料であると

か、あるいは使用料、手数料いろいろいただ

いているものもあります。その中で減免だと

か免除、猶予、軽減というようなものが法律

であって、それを条例に持ってきて軽減する

ものもあると。条例だけでできるものについ

ては、条例の中でやるというような方法やっ

ておりますけれども、全体を見渡して、この

部分についてはやはり減免しているけれど

も、こっちではしていないとかということが

あるので、今回御質問いただいて、再点検を

もう一度、いろいろな町民の皆さんからいた

だくものの中で、どうその整合性を図れるか

も含めて、ちょっと点検をしたいという思い

であります。法制度上は、中嶋議員おっしゃ

るように、介護保険法でできると言われてい

る部分ですので、条例をつくれば、町民の皆

さん、議会の皆さんの御理解をいただければ

できるという判断であります。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 一日も早い条例制

定を願い、次の質問に移らせていただきま

す。

国民健康保険について。

今の御答弁で、国民健康保険の運営につい

て、また、低所得者の負担軽減、非自発失

業、災害による被害の損失状況によるその都

度の軽減、免除、何らかの事情による納税相

談により、徴収猶予、分割による緩和措置、

生活保護支援など、措置をとられていること

を理解させていただきました。

また、一部負担金の徴収猶予及び減免並び

に保険医療機関等の一部負担金の取り扱い

は、国民健康保険法第４４条の規定と厚労省

通知に基づいて行うことも理解いたしました

が、条例化には至っておりません。しかし、

愛知県豊田市は、保険税に９項目の減免条例

を設けており、その中には、失業、事業休廃

止などによる、収入減少の条例も含まれてお

ります。豊田市で条例が制定されているとい

うことは、本町でも保険税の減免は可能では

と思いますが、お伺いします。

また、介護保険条例と同様、失業など収入

が著しく減少した場合の一部負担金の減免制

度の導入も可能ではないかと思いますが、お

考えをお聞きしたいと思います。

今、答えていただいたのと重複するかと思

います。今の町長の御答弁で、介護保険と同

じく国民健康保険もお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 介護保険のところで

答弁させていただきましたけれども、それと

同じようなことだと思いますけれども、全国

各地、あるいは道内で、国民健康保険の中で

の税であるとか料だとか、それの免除だとか

減免だとか、あるいは一部負担の部分で減

免、免除するというようなことをやっておら

れるところもあると思いますけれども、基本

的には法律でできるということであれば、条

例化してできるというようなことは法的には
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問題ないと思いますが、ただ、それぞれの町

の国民健康保険の運営の仕方、運営状況、財

政状況、これによってはできないところもあ

るし、できるところもあるということであり

ますので、この町がやっているから美幌もで

きるだろうということではなくて、それぞれ

の加入者の状況だとか、いわゆる一般的に言

われているのは、国民健康保険は制度的な宿

命を負っているということで、高齢者の方や

あるいは所得で、非常に厳しい方の加入が非

常に多いという制度的な宿命を負っていると

いうことで、できることとできないこと一律

に、全国的にというわけにはいかないと思い

ますけれども、いずれにしましても先ほど答

弁させていただいたように、町全体の中で減

免だとか免除だとか、猶予、軽減、こういっ

たものを一度ちょっと点検をさせていただい

て、できるものとできないものとを分けなが

ら説明をしっかりしながら、取り組めるもの

については取り組んでいきたいと、そんなふ

うに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 再質問させていた

だきます。

また、御答弁にありました一時的措置に、

今、いろいろありましたけれども、その周知

方法についてお伺いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 減免とか免除とか、

多分、税条例であるとか国民健康保険条例で

あるとか、かなり膨大な量の中で、その中で

特例として一部免除するとかという項目が

入ってきているのですけれども、ただ、それ

をもって住民の皆さんが、なかなかそこまで

読み込めないということで、行政は来ないか

らそれに対応しないのだということではなく

て、前々回の議会でしたか、障害者の方のこ

とで議員の皆さんから御提案いただいて、Ｐ

Ｒして、今、そういう制度上の可能なことは

やっていただいているということもあります

ので、ここに書いてあるから来なさいと。来

ない方は、それはここに書いてあるのだから

ということではなくて、極力、機会をとらえ

て、制度上できることはしっかりとＰＲしな

いとだめだという思いでおります。

その点での努力不足は、認めざるを得ない

ことではないかなと、そんなふうに思ってお

ります。我々、制度上あることについては、

しっかりと町民の皆さんにわかりやすいよう

な形でお示しするというのは、我々の役割で

もないかなと思いますので今後気をつけたい

と、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 一日も早く制度を

導入されることを願い、次の質問に移りま

す。

ワンコインバスの路線見直しについてで

す。

ワンコインバスの路線拡大の要望地域の平

成２１年度、２２年度の実証運行をされたこ

とはわかりました。本年度、２３年におきま

しては現在どの地域、また、どの自治会が要

望されているかと、一般の方のアンケート調

査はどのような方法を考えているか、お伺い

します。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 今年度の実証運

行につきましては、まず、市内循環バスワン

コインでございますが、野崎団地、それから

美芳地区を拡大したのを基本としまして、高

校が新設校として農業高校のほうに統合され

たということもありまして、そちらのほうに

朝１便と下校時に１便増便した形で、実証運

行を１０月から６カ月間実施したいというふ

うに考えてございます。

そのほか、郊外の福祉バス運行地区におき

まして、今まで福祉バスを運行させていたわ

けでございますが、今年度、実証運行としま

して郊外地区全域にわたりましてデマンド方

式、予約によりますタクシーを利用した公共

交通の実証をやりたいということで、大きな

内容につきましては、この２点で実証運行を

していきたいというふうに考えてございま

す。
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それから、アンケートだとかそういった部

分につきましては、今後、実証運行した結果

に基づくアンケート、あるいは乗車状況の把

握、こういったものも含めて最終的にどうい

う運行が一番ベストかということで、今年度

ある一定の方向性を出した中で、次年度以降

本格稼働をしていきたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 郊外と今おっしゃ

られましたが、グリーンタウンも郊外に入る

のでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 今、具体的にグ

リーンタウンということでおっしゃったわけ

でございますが、実は国交省のほうからガイ

ドラインが出されておりまして、これはコ

ミュニティバスを導入するに当たってのガイ

ドラインということでございまして、この中

で既定民間のバス路線と競合しないようにコ

ミュニティバスを導入する場合、配慮しなさ

いということでなっております。

実はグリーンタウンも一部要望があったと

いうお話も出ておりますが、あの部分につき

ましては、北見バスが、グリーンタウンの中

までではないのですが、国道を中心に運行し

ているという部分がございまして、北見バス

と協議した結果、グリーンタウンの中までは

なかなか難しいという判断をしているところ

でありますので、御理解いただきたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） グリーンタウンの

向こうのほうなのですけれども、北見バスは

もちろん通っております。でも北見バスの停

留所は、ワンコインバスの利用みたいに、病

院とかお買い物の停留所ではありません。そ

れでグリーンタウンの地域をもう一度考えて

いただきたいと思いますけれども、いかがで

しょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）３年間実証をやって、

どういう路線が一番効率的で、効果的かとい

うようなことを今やっている最中であると。

１回目の答弁でお話ししましたように、やは

り路線バスとの競合は避けなければいけない

ということでありますので、実はスクールバ

スもあそこ通っているのですかね、通ってい

ない。いずれにしろ重なりをなるべく少なく

して、効率的にやろうというのが実証試験の

目的でありますので、それでいろいろなとこ

ろにとめたいというのは、我々もその気持ち

変わりないのですけれども、なかなか全部が

全部というわけにもいかないというようなこ

ともひとつ御理解をいただきたいなと思って

おります。

それでワンコインのことで言えば、大体１

周５０分が限度だろうと、２時間かかるよう

ではワンコイン、バスとしての機能を果たさ

ないと、１周回るのにですね。ですから、最

大限長くても５０分というようなところで設

定して、停留所、あるいは運行のところも

やっているということであります。

それで去年の冬ですかね、実証で実はみど

りの村だとかスキー場あるので、冬ちょっと

レジャーバスで走らせて、必要あればと思っ

たのですが、走らせてみたのですけれども、

全く利用がないというようなことで、それで

私も今回中嶋議員の質問見て、いろいろ町の

中の公共施設の配置状況も見て、実は美幌

町、網走川と美幌町に挟まれて、非常にコン

パクトにできている町だなと、改めて感じま

した。南北で言うと５.５キロメートル、東

西で言うと４.５キロメートルのこの中での

都市計画区域内ですけれども、こういう状況

の中で２万人ぐらいの方が住んでいるという

ことで、例えば公共施設同士で一番遠いとこ

ろを見ますと、例えば峠の湯から美幌イン

ターチェンジですから、瑞治の中嶋さんの

ちょっと奥になりますが、あっちからは一番

遠くて７.３キロぐらいであります。あと、

７キロぐらいの距離で言うと、みどりの村と

美幌インターとか、そういう意味では７キロ

ですから、時速４０キロで行くと、大体１０
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分ぐらいの距離にあると。非常にコンパクト

にできている町ではないかなと、改めて感じ

ました。その中で、公共バスをどう走らすか

ということであります。

実は、美幌高校ショップ白樺坂も町から向

こうに移って、町も町民の皆さんの足を確保

しようということで、運行を考えていたので

すけれども、前回、先週ですか、結果的にゼ

ロ人というようなことで、意外と車使われて

いる方が多いのかなと思いますので、峠の湯

のほうにというような声もありますけれど

も、峠の湯は１カ月やった結果、１カ月で２

４人の方しか乗られないというようなことも

ありますので、いずれにしろ実証をしなが

ら、どういう交通で皆さんが動いているとい

うことも含めて考えて、公共交通の路線を考

えていきたいと、そんなふうに思っていま

す。いろいろなところを走るのは理想だと思

いますけれども、そういうことで御理解をい

ただきたいなと思います。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 民間バスの路線と

の競合とありましたので、私、調べてみまし

た。そうしたら、民間の網走バスの本数は、

午前中は３時間に１本でした。昼からは２時

間ごとに１本で、夕方５時からは１時間ごと

に１本で、２本しかありませんでした。ま

た、美芳方面の国道は、民間バスは運行され

ておりません。そういう状況です。

また、ワンコインバスを希望されている自

治会なのですけれども、平成１５年に要望さ

れ、そのまま要望が引き継がれていると思っ

ていた自治会などもありました。それで、い

つ実証運行していただけるか、待ち望んでお

ります。

また、町の声ですけれども、若い人と一緒

に暮らしている人はまだよいが、ひとり暮ら

しの高齢者にとっては、買い物、病院に行く

のも不便だと。また、主人が病気がちになっ

てきた、無理をして車を運転して買い物、病

院に連れて行ってもらっているけれども、い

つまでも無理をさせられませんと。だから、

ワンコインバスでも走っていればと、そうい

うお話もされて、本当に路線バスの拡大を待

ち望んでいるなということを実感いたしまし

た。

また、御答弁にありました運行時間が長く

なるとありまして、私も調べました。５０分

から５７分ぐらいで走っておりました。野崎

方面は、右回り・左回りも便の回数を調整し

ています。そのように便の調整をすること

で、時間の調整も可能かなと私は考えまし

た。それで、それをどのようにお考えか聞か

せていただきたいなと思います。便の調整

に。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） ただいまの御質

問ですけれども、これはバス運行する上での

バス会社のほうでの状況でありますけれど

も、先ほど、町長が答弁しましたように、循

環バスとしては大体５０分から１時間ぐらい

の範囲内が一番理想的で、それ以上になると

時間がかかりすぎるという問題が生じて、乗

客が減ってしまうというようなお話をされて

おります。それで、阿寒バスのほうと協議し

た結果、運行時間については５０分から１時

間半内で設定するのが一番望ましいという形

で、現在のワンコインバスの運行時間もその

ようになってございます。

それで当初、美富団地も含めて野崎団地

と、こういう利便性を考えた運行も考えたわ

けなのですけれども、実は美富団地のほうは

北見バスが津別まで走っているということ

で、これも競合路線の関係から困難であると

いう判断の中で、現実問題すべてワンコイン

バスの運行時間に合わせて野崎団地へ行って

いるわけではないのですけれども、野崎団地

の便数を減らした中で、今、運行している状

況にあります。

それから、先ほど言いましたように、ワン

コインバスを走らせる部分で、ありとあらゆ

るところを回れれば一番理想的ではあるので

すけれども、道路の幅、それから冬の除雪の

問題で道幅が狭い、Ｕターンの関係、交差点
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の問題、そういったありとあらゆる部分もバ

ス会社のほうと協議しながら路線を設定した

経過がございます。そういったことも含め

て、現在の路線になっているということも御

理解いただきたいなと思います。

確かに、お年寄りが多くなって、ひとり暮

らしの方、そういった方の足をどうするのだ

ということにつきましては、今後、ワンコイ

ンバスとは切り離した考え方を持つべきでな

いかなという思いもあります。具体的にどう

すればいいかというのは、ちょっとまだ、こ

の場では私御答弁できませんけれども、そう

いった中での路線を設定しているということ

で御理解をいただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 待ち望んでいる方

がいるということを御理解していただきまし

て、次の質問に移ります。

病院、診療所の停留所設置についてです。

特に、冬期間におきましては、雪道悪路の

ため、バスをおりてから歩行に危険な箇所が

何カ所かあります。１カ所目として、工藤医

院横、Ｂ＆Ｂの床屋さんの前の道路です。な

だらかな坂になっており、車がとまりづら

く、滑っていってしまいそうな道です。運転

者、歩行者にとっても危険区域であります。

２カ所目は、平間医院付近です。交差点に両

方ともとまれの標識があります。危険ゆえに

両方に、とまれの標識があると思います。３

カ所目は、田中医院に行くために久山薬局と

網走信金の駐車場を通るのが近道になり、と

ても危険であります。４カ所目は、療育病院

へ行く坂道であります。危険というより、高

齢者、また一般の方にとっては、あの坂道を

上るのは大変であります。現状から見まして

も特に冬期間は、交通弱者にとっては大変危

険であると思いますが、どうお考えですか、

聞かせていただけますか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 医院、病院、その距

離の問題であります。特に、冬の心配がある

ということでありますので、安全を確保でき

るような措置は早速とりたいと思いますけれ

ども、我々ちょっと調べた中では、医院と一

番遠い停留所で考えると、美園団地入り口と

いう停留所がありまして、そこから玉川医院

のほうに行くのが大体３６０メーターという

ようなことでありますし、その次に長いのが

今話に出ていた北３丁目停留所の田中医院ま

でが２４０メーターということであります。

２４０メーター、３６０メーターが適当なの

かどうかという判断はあると思いますけれど

も、我々としては先ほど言ったように、大体

５０分前後で回したいというような思いがあ

りますので、余り停留所をふやすと、また、

５０分以上かかってしまうということがあり

ますので、やはり最大公約数とまではいかな

くても、公約数を求めて場所も停留所も決め

ないといかんということでありますので、３

６０メートルということで、多少長いと思う

かもしれませんけれども、冬の安全措置を

しっかりととりながら受けとめていただきた

いなと、そんなふうに思っております。

あと、停留所の見直しも、これどうするか

については実証の中でも考えております。ワ

ンコイン自体は当初、中心市街地活性化の中

の中心市街地に、いかに郊外から人が集まっ

てくるか、その足の確保だと。そこは医院だ

とか、商店街に人が集えるようなというよう

なことでの位置づけの中で出てきたというよ

うなことでありますので、その辺の御理解も

ぜひしていただきたいと、そのように思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） もう一つ質問させ

ていただきます。

十勝バス、拓殖バスは、高齢ドライバーの

事故抑止の措置として、６０歳以上の方の運

転免許証返納証明書提示で運賃が半額となり

ました。このようにワンコインバス路線拡大

も交通抑止につながり、病院前停留所設置に

より安全な交通通路確保につながると思いま

すので、できるところからよろしく御検討お
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願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほどから話してお

りますように、今、実証期間中であるという

ことでありますので、そういった結果も見な

がら進めていきたいと思っております。

それでちょっと一言、御理解をいただきた

いことは、町の中の公共交通でありますけれ

ども、町営バス、福祉バス、スクールバス、

あるいはワンコインだとか、あるいは都市間

を結ぶ路線バス、これらの補助も出しており

まして、年間で、ざっくりな数字言うと、大

体５,０００万円ぐらいかかっているという

ことで、これを少しでも複合して走っている

ところは、なるべく複合しないようにという

ような思いで実証をやっておりますので、そ

ういったことを御判断の一つに入れていただ

ければと、こんなふうに思っております。

以上であります。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 町民の声を聞く町

政を目指すためにも、要望に一日も早くおこ

たえしていただけるようによろしくお願いい

たします。

次、４番目、次の質問に移ります。

学習支援員についてです。

今、御答弁いただきました内容からは、本

町での支援員は基本的には介助型の配置であ

ること、また、学習の支援としてチーム

ティーチングによる方法で学校ごとに工夫さ

れ、取り組みをされていることを確認させて

いただくとともに、各学校の支援の取り組み

に感謝いたします。

近隣の網走では、学習支援員を通常学級に

現在１５名配置されているそうです。御答弁

にあります美幌町が取り組んでいる支援員

は、特別支援学級と通常学級の支援員とのこ

とですが、網走市のように教師の補助役と

なってもらい、学習障害や注意欠陥、多動性

障害の子供の能力を高めるための支援を行う

学習支援員なのかお伺いします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 先ほど、答弁申し

上げましたとおり、美幌町は介助型の支援員

であります。学習支援員、要するに介助員も

教室に入って、その子の行動そのものだけで

はなくて、学級担任のもとに、今、どういう

授業が行われている、そういうようなことも

含めて、これは当然、支援をしているという

ことであります。基本的に介助員が担任にか

わって教えることはできません。つまり担任

が、例えば教室を離れて、その間、支援員が

授業を行うということは基本的にできません

けれども、介助員であっても今何が行われて

いる、そのことを、課題をといいましょう

か、支援を必要な児童・生徒に対して指導す

る、支援をするということでは、今もやって

いるところであります。

網走の例を出されましたですけれども、私

ども例えばいろいろな多動障害ですとか、い

ろいろなその状況、これは子供一人一人、本

当に状況が違います。例えば、そういうふう

に、あるいは多動とかということで課題を

持っているということであれば、その子に一

人一人支援員なり、あるいは今おっしゃった

学習支援員をつけることができればよろしい

のでありますけれども、これはまずはこの学

校で、その子供も含めて学校全体としてどう

受け入れられるか、どのような対応がとれる

か、まずこれはしっかり考えてもらいたい、

私どもはそれを求めています。

その上で、学級担任も含めて、通常学級と

特別支援学級ちょっと分けて考えていただき

たいというふうに思うのですけれども、その

学級で例えば通常学級で授業を受けている多

動を持っている子供さんがいたときに、それ

が担任の学級運営の中で対応ができないとい

う状況があれば、これは今までも私ども学校

全体でどうできるか、そういうことも含めて

判断をした上で、支援員の配置をしていると

いうことであります。

学習支援員を何といいますか、学級にいる

多動等の持っている子供さんに、一人一人つ

けるということでは、これは基本的にありま
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せんので、そういう意味で先ほど申し上げま

したとおり、チームティーチングですとか、

加配の中で学級全体のことを考えていきたい

というふうに思っています。

それともう一つ、今、今回文科省、小学校

１年生、いわゆる少人数学級ということで３

５人ということを打ち出しました。実は北海

道は１、２年だったと思いますが、もう既に

３５人学級を実現をしています。これは道の

単独で、今回それに追っかけて文科省が３５

人学級ということであります。通常は４０人

学級が基準なのですけれども、その中で今、

美幌の実態を見ますと、おおむね実は結果と

してですけれども、少人数学級になっていま

す。

ただ、８０人を超えると、実は４０人学級

で２学級なのですよね、例えば小学校３年

生、４年生、そこを少人数学級にいずれそう

いう状況が出たときに、町としてどうするの

だと、少人数学級たまたま８１人だったら、

３学級できるのですよ。４０人ですから、８

０人なら２学級しかできない、１人変われば

３学級か２学級か大きく違うものですから、

ここら辺のことも含めて今後町として、教育

委員会としてどうすべきかということをしっ

かり考えていきたいというふうに思っていま

す。

ちょっと長くなりますけれども、支援員、

実は支援の配置も当然時代の流れとして、個

別の子供さんの対応をするということで必要

なことだというふうに思いますが、学級の力

だとか学校の力だとか、そういうところのレ

ベルアップをすることによって、その子供た

ちをしっかり学校で受け入れる、そういうこ

とをまず努力していきたい、このように思っ

ていますのでよろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 御答弁の中に、要

望を学校長の意見を聞き、学習支援員の配置

を検討されるとのことでありましたので、次

の質問に移ります。

学習支援員を本年度、途中で要望される学

校にはどのような対応をされるかお聞きいた

します。お願いします。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 私、一番最初に答

弁したことは、学習支援員と介助型の支援

員、どのように御理解をされているか、要す

るに学習支援員というお話ですね。

今の私どもの教育委員会の考え方として

は、最初の答弁のとおり、いわゆる学習支援

員についてはチームティーチングだとか、要

するに教員の加配の中で対応してまいりたい

ということなのです。

ですから、最後に書いてありますのは、御

答弁申し上げましたのは、いわゆる通常学

級、あるいは特別支援学級における介助型の

支援員を配置するということでありまして、

このような状況が出たときに、現状をしっか

り把握した上で、学校ともどのような状況に

あるのか、その上で必要とあらば、これは以

前もそうでしたですけれども、状況によって

は、これは当然、金もかかることであります

ので、御理解をいただいて補正ででも対応す

るということは、お答えを以前もさせていた

だいているところであります。

○議長（古舘繁夫君） ５番中嶋さん。

○５番（中嶋すみ江君） 要するに学校で

は、そういうお子さんのために介助員でも支

援員でもどのような形でも、先生の補助とな

るそういう支援員を要望しております。それ

で、今、途中での採用は可能というように理

解できましたので、今回四つの質問、終わら

せていただきます。

ありがとうございます。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、５番中嶋す

み江さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

１３時４５分までといたします。

午後 ０時２４分 休憩

─────────────────

午後 １時４５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。
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諸般の報告を申し上げます。

大原議員、体調不良のため、本日午後から

欠席の旨届け出がありました。

以上で、諸般の報告を終わります。

一般質問を引き続き、通告順に発言を許し

ます。

６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君）〔登壇〕 本日の一般

質問につきましては大きく２点、１点目、農

業政策について、２点目、住宅政策について

でございます。

まず、１点目の農業政策についてでありま

す。

これについては、二つの項目といたしまし

て、現在、進行しています第３次美幌町農業

振興計画の推進と検証についてであります。

本町経済の重要な位置づけにある農業政策

を、総合的かつ計画的に推進するために策定

されている農業振興計画について質問しま

す。

平成１９年３月策定の第３次美幌町農業振

興計画では、効率的で安定的な農業経営を実

現するため、六つの基本方針を定め、２６項

目からなる具体的な方策を打ち出していま

す。計画期間の最終年度を迎え、具体的な方

策で示している施策、実践項目がどのような

状況にあるのか、その進捗状況を説明願いま

す。

また、計画を進める中で、本町農業が抱え

る課題や問題点があれば、重ねて説明を願い

ます。

２項目め、第４次美幌町農業振興計画の策

定、農業経営基盤強化促進に関する基本構想

の見直しについてであります。

平成２３年度中に、平成２４年度から５年

間を計画期間とする第４次美幌町農業振興計

画の策定と、平成１８年度に策定した農業経

営基盤強化促進法に基づく基本構想の見直し

が行われるものと認識しております。農業を

取り巻く情勢が厳しさを増す中で、今後、ど

のような手順で進めようとしているのか、お

考えをお聞かせ願います。

また、北海道農業・農村振興推進計画も更

新される時期にありますが、北海道やＪＡが

策定している各種農業計画との整合性をどの

ように確保する考えかについても重ねてお伺

いいたします。

大きく２点目、住宅政策について。

これにつきましては、３月以降いただきま

した美幌町公営住宅等長寿命化計画について

であります。

公営住宅等の長期的な維持管理を実現する

とともに、予防保全的な観点から計画的に修

繕を行うことでコスト低減を図るため、平成

２３年３月に、美幌町公営住宅等長寿命化計

画が策定されました。平成３２年度までの計

画期間の中で、住棟や団地単位の社会的特

性、安全性や居住性などを総合的に評価する

ことで、個別改善や全面的改善、修繕対応な

どの判定が行われています。高齢者や生活弱

者が、安心して暮らせる住宅環境を整備する

ため、公営住宅の改善事業プログラムが示さ

れていますが、具体的な取り組みや年次計画

についてお聞かせ願いたい。

以上、大きく２点、３項目でございます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 松浦議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、農業政策について。

第３次美幌町農業振興計画の推進と検証に

ついてでありますが、第３次美幌町農業振興

計画は、本町農業・農村の振興に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するために、平成

１９年度から平成２３年度までの５カ年を計

画期間として、平成１９年３月に策定しまし

た。振興計画を効率的かつ安定的な農業経営

を実現するため、六つの基本方針を定め、２

６項目の方策に沿って魅力ある農業の確立を

目指して、本町農政を推進してきました。

さらに、２６項目の方策を具体的に推進す

るために、主な実践項目を５２項目掲げ、毎

年、町、農協、網走農業改良普及センター、

美幌町農業委員会で組織する美幌町営農対策

協議会において実績評価を行い、検証を重ね
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てきたところであります。

評価方法としては、実践項目ごとに達成状

況を目標を上回る、おおむね目標どおり、目

標を下回る、目標を大きく下回るという４段

階で評価し、平成２２年度の実績評価では目

標を上回るが２９項目、おおむね目標どおり

が１７項目であり、合わせて４６項目が目標

を上回る、または、おおむね目標どおりとい

う結果であります。また、目標を下回る項目

としましては、前年度開催した研修会などを

開催しなかったことや、貸付金の希望者がい

なかったことなどにより未達成となっている

ことから、進捗状況としては、おおむね一定

の計画達成が図られたものと理解しておりま

す。

実践項目の実施状況につきましては、多岐

にわたるため説明は省略させていただきます

が、美幌町のホームページにおいて公表いた

しておりますので、確認をしていただきたい

と思います。

なお、計画を進める中で課題や問題点につ

いてでありますが、計画時には、予想できな

かった以上の農業者の高齢化や後継者不足に

よる農家戸数の減少、政権交代による農業者

戸別所得補償制度の実施やＴＰＰ参加問題な

ど社会情勢の変化や農業政策の変化によっ

て、計画施策と実情が合わない部分がありま

したが、本町の実情に見合った施策の推進及

び将来像を想定した施策に近づけるように計

画を推進してきましたので、御理解いただき

たいと思います。

第４次美幌町農業振興計画の策定、農業経

営基盤強化促進に関する基本構想の見直しに

ついてでありますが、農業・農村は安全・安

心で良質な食料の安定供給を初め、国土や環

境保全、美しい景観の形成など、多面的機能

を有しています。近年の農業を取り巻く環境

は、担い手不足による農家戸数の減少や高齢

化の進行、食の安全・安心に対する消費者の

関心の高まり、平成２２年３月に閣議決定さ

れた国の食料・農業・農村基本計画に基づく

戸別所得補償制度の導入を初めとする農政の

大転換、さらにはＷＴＯ農業交渉及びＥＰ

Ａ、ＦＴＡ交渉の進展や新たにＴＰＰ協定の

動向が懸念され、農業・農村を取り巻く環境

は極めて厳しい状況となっております。

北海道は、新たな農業・農村振興推進計画

を策定し、生産者、消費者、事業者が強い信

頼関係で結ばれた食のブランドづくり、環境

と調和しながら持続的に発展していく農業・

農村の持続的発展、多様な担い手の育成・確

保と経営の体質強化、豊かな資源と創意工夫

を生かした地域づくりを目指すこととしてお

ります。

第４次美幌町農業振興計画は、このような

国内外の情勢や食料・農業・農村基本計画及

び北海道農業・農村振興推進計画を踏まえ、

基本的には第３次美幌町農業振興計画を継承

する中で、第５期美幌町総合計画、美幌町農

業協同組合の第６次美幌地域農業振興計画、

さらに本町の農業経営の目標を定める美幌町

農業経営基盤強化促進に関する基本構想、北

海道農業経営基盤強化促進基本方針など、各

計画との整合性を図りながら策定してまいり

ます。

具体的な策定作業といたしましては、美幌

町の農業経営の指針となります美幌町農業経

営基盤強化促進に関する基本構想の見直しを

早急に進め、関係機関及び団体で構成する美

幌町農業振興推進会議や実務部会の中で十分

な協議を重ね、美幌農業の将来に向けた基本

方針や具体的な方策などを示す美幌町農業者

の共通の指針として策定したいと考えており

ますので、よろしくお願いをいたしたいと思

います。

次に、住宅政策について。

美幌町公営住宅等長寿命化計画についてで

ありますが、平成１８年に住生活基本法の制

定に伴い、住宅政策におきましては、住宅建

設の新築を重視した政策から住宅の良質なス

トックを推進し、将来世代へ継承していくこ

とを主眼としたストック重視へと、政策の方

向転換がなされたことは御承知のとおりであ

ります。
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こうした政策転換を受け、更新期を迎えつ

つある老朽化した公営住宅ストックの効率的

かつ円滑な長寿命化を図り、厳しい財政状況

のもとライフサイクルコストの縮減に向け、

平成２２年３月、美幌町公営住宅等長寿命化

計画を策定したところでございます。

国の方針として、交付金の交付等に当たっ

ては、原則として公営住宅等長寿命化計画に

基づいて行うことを要件としており、本事業

計画は助成の前提となる計画として位置づけ

られております。

事業計画の対象としては、町が管理する公

営住宅、改良住宅、借り上げ公住の計１６団

地、７７棟、７９５戸とし、計画期間は平成

２３年度から平成３２年度までの１０年間で

すが、計画内容を５年ごとに見直しを行うこ

ととしております。

事業の方針としては、計画期間内は改善事

業を優先的に推進し、建設事業の実施につい

ては構想期間、平成３３年から平成４２年に

行うことを基本としておりますが、検討事項

等が早期に確定した場合は、前倒しして計画

期間内に着手することも検討することとして

おります。

また、修繕事業については、これまでの修

繕履歴及び各部使用の耐用年限をかんがみ、

順次実施する計画にあります。具体的には、

各団地の個別改善では、居住性確保型とし

て、断熱性能向上の改善、熱交換型換気扇の

設置、３カ所給湯の設備、灯油の集中供給を

実施することとし、入居者のアンケート調査

結果においても灯油の集中供給の実施要望が

多いことから、平成２４、２５年度の２カ年

で実施する予定であります。

また、長寿命化型として、浴室のユニット

バス化、屋根材の取りかえ、配管の取りかえ

の実施を平成２６年度から取り組む計画と

し、これら個別改善事業にあっては、仲町団

地、三橋南団地、南団地、美富団地を対象と

しております。

また、修繕事業については、美富団地の屋

根の再塗装を平成２５年度からの実施項目と

し、さらに各団地全体における定期点検を適

宜行い、適切に予防保全的な修繕を行い、居

住性、安全性等の維持・向上を推進してまい

ります。

なお、美園団地３５棟１４０戸が平成２２

年、美英団地３棟１２戸が平成２３年、美富

団地、「ほ」１棟８戸が平成３８年に耐用年

限を経過または迎えることで、３団地につい

ては用途廃止とし、建設事業の実施について

は構想期間に行うこととしておりますが、計

画期間内に供給手法、事業地等について検討

を行い、具体化及び見通しが確定した場合

は、計画期間内着手も検討することとしてお

ります。今後においても国への助成要望を進

めつつ、財政状況も勘案しながら、公営住宅

ストックの長寿命化を推進してまいります。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 再質問といたしまし

て、まず、農業政策についてであります。

第１項目め、第３次美幌町農業振興計画に

ついての部分でございます。

ただいま答弁の中で、いろいろな用語が出

てきまして、美幌町の農業経営基盤強化促進

に関する基本的な構想、あと、美幌町のホー

ムページに載っています実績評価表、第３次

美幌町農業振興計画、それと美幌町農業環境

計画等、多くの意味でいろいろな方策等が順

次順番になっていますけれども、たまたまよ

く中身を、どの部分を強調しているのかなと

いうところをひもとこうかなと思って、美幌

町の農業経営基盤強化促進に関する基本的な

構想等によりますと、前段に美幌町の農業の

問題・課題等が多く載っていまして、後半は

農用地に関する政策協定等それらについての

取り決め、方向についての具体的に載ってい

る書類があるということで、農業基盤整備と

いうのですか、農業振興計画の基本的なもの

についてはしっかりとできていると、私も感

じております。

ただ、第３次農業振興計画そのものの評価
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につきまして、この間、部局からも本当にい

い資料をもらいまして眺めてはいたのですけ

れども、実際、私個人として気になる点が

ちょっとありまして、私も町会議員として農

業関係の質問等をしたり、農業の補助事業の

お手伝いをしたり等をしています。

その中で、現在、回答の中に書いてある実

績なりの評価ですね、検証を重ねてきたと。

この部分につきまして、回答の中では、美幌

町、農協、農業普及センター、農業委員会、

営農対策協議会において実績評価ということ

を書いていますけれども、実際、各美幌町の

農村地区というのですか、地区ごとにいろい

ろな対策があると思うのですけれども、そう

いう地区との協議だとか、地区の要するに営

農している生産者の方々が、こういう政策を

御存じなのか、どういうふうな形で説明して

いるのかについて若干説明願います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 農業基本計画の

そのものについては、地区の方々にブロック

を追って、今まで説明ということはしてきて

おりません。その前段の中で一応、当然、農

協等も美幌地域の農業振興計画等をつくって

おります。

農業の部分については、それぞれ地区懇談

をして、それぞれの地区の情報を全部まとめ

ていただていますし、地区段階で当然そうい

う内容をお伺いしているということでありま

す。そういう中で、全体的な町としての大き

な分野のまとめとしては、その地域の部分の

ところの要素としては反映はさせているので

すけれども、どこどこの地区をどうしていく

というところまでの計画としての反映の仕方

はしておりません。

ですから、今後、進める中において意見を

求めるという部分については、今、アンケー

トをこれからとるわけですけれども、そう

いった中では地区はきちんと押さえるのです

けれども、今、議員御質問の次回に進む場合

において、地区との説明等もすべきというこ

とであれば、それは第４次のときには検討し

てまいりたいというふうに考えております。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １回目の答弁のとき

に、私、ちょっと数字間違えておりました。

訂正いただきたいと思いますけれども、農業

振興計画の中で、主な実践項目の数５２項目

と言っていたと思います。これは６８項目に

訂正をお願いしたいのと、おおむね目標どお

りが１７項目とありますのを３３項目に、合

わせて４６項目を６２項目に訂正をしていた

だきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 今、町長から、項目

の訂正ということだったのですけれども、本

当に多岐にわたる項目がありまして、この一

つ一つどうやって理解するのかというのは本

当に至難のわざだと。これだけ政策の中で本

当にこれを見ますと、細かいところから、な

るほどというところもいっぱいあります。残

念ながら我々議会議員も多くの町民も、なか

なかこれを見ていないのかなと、もったいな

いのかなと思います。プラスして、本当にイ

ンターネットで見える仕組みが、美幌町全戸

ではない。言い方悪いけれども、回線の不都

合があるだとか、回線がなかなかよくないだ

とかいう地区もありますので、もう少しでき

ればこういうものは、もっと見やすくなれば

もっといいのかなと。

これは第４次計画についても同じことです

けれども、たまたまこの中の色分けしても

らっていますので、見ていくと、黄色、青と

いうところがおおむねやっていると、ほとん

どの項目どんどんやっているということはわ

かります。ただ、この中の項目を見ますと、

１項目一つやっていればやっていますよとい

う形になっているところもありますけれど

も、これはこれだけの項目あれば本当にしょ

うがないのかなと。多岐にわたる部分があり

ますので、なかなか１項目がどうなのだ、あ

あなのだというのは、今、ここでの評価は避

けます。

ただ、今回、第３次農業振興計画がなぜ気
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になっているかといいますと、回答の中にも

相当返ってきているところもありますけれど

も、この計画そのものの大きな意味で美幌町

の農業振興計画の第３次計画でしたか、美幌

町農業振興計画の各項目の具体案、具体的な

活動のところを見ますと、本当に書いている

ことは国の問題、地域の問題として項目があ

ります。ただ、この中に出てくる中で若干気

になっているところは、農作業等の共同企業

化、法人化の推進、農用地の確保、農用地の

集約化等、農業の経営に関する部分について

も多く触れていますが、これらにつきまして

は、美幌町の施策と、先ほど出てきました美

幌町の農業協同組合との施策の部分で、どの

ような整合性があるのかという質問をしまし

た。

残念ながら美幌町の農業協同組合の計画そ

のものは、なかなか手に入らない状態なもの

ですから、中身の確認が取れないというのが

現状でございます。ここで質問しにくいので

すけれども、美幌町の農協さんのつくってい

る計画と農業振興計画の中で、方向的に若干

議論があるような箇所が見受けられるのかど

うか。今、手元にないものですから、何かあ

りましたら、最初にお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 農協さんが、Ｊ

Ａさんがつくっている美幌町地域農業振興計

画、これは２００８年から２０１２年までの

ものなのですね。実際に今回も私どもが、私

どもというか、町がまとめているのが１９年

から２３年ということで、１年農協のほうが

早く計画が今つくられております。

そういった中で考えれば、当然、農協の中

で整合性は、農協のと、それから町の中では

整合性はとっております。ですから、もう

ちょっとわかりやすく言えば、町という大き

な器の中に農協の計画が入っていると、内数

として入っているというふうに理解したほう

がわかっていただけるのかなというふうに

思っております。

ただ、農協自体がまた組織として今言われ

たように、町とは違ってこれをやりたいとい

うものがあるかという部分については、私ど

も今の知っている限りでは、内数の中に入っ

ているという理解をしております。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 今、その計画書がな

いのでちょっと質問がしにくいのですけれど

も、であれば今後、今、エコファームだと

か、イエス！クリーンだとか、環境対策の関

係で相当数、生産者の方も補助事業等で動い

ているのかなと思います。

今現在、美幌町も含めて震災の影響なのか

どうかわからないですけれども、国、道の補

助事業がなかなか満額、１００％できるとい

う形ではないものですから、これらを踏まえ

て、今後、我が美幌町の農業政策はどのぐら

いお金がつくのかという点も危惧するところ

でございます。そのために第４次農業振興計

画については、相当重要な計画でなかろうか

という認識をしています。

第３次計画の評価につきましては、９１％

以上がおおむね目標どおりという答えになっ

ているというところを見ますと、美幌町の農

業政策そのものは、美幌町のＪＡとの連絡の

中で９割方はいっていると。残念ながら１割

が未達成と、この１割がまた重要なのかとい

う点もありますけれども、これがまたさらに

もう１年ありますので、９０％の後半になれ

ば本当にいい計画だったという評価ができる

のかと。ただ、実証の段階で、先ほど平野部

長も言われましたけれども、地区の意見だと

か、地区の要望だとか、そういう実証だとか

という部分をもう少し取り入れるべきかと思

いますので、その辺、一つ気になります。

質問としましては、この回答の中にありま

す計画の中で、課題や問題点がどうだったの

かという部分の回答を考えますと、計画時に

は予想できなかった農業者の高齢化や後継者

不足による農家戸数の減少、これまた政権の

交代によるというところがありますけれど

も、戸別所得補償の関係やＴＰＰの問題だと



－ 31 －

か、これは本当に外部要因ということはわか

りますけれども、私は、第３次農業振興計画

の中での課題・問題点というのはここに書い

てあるとおり、農業者の高齢化や後継者不足

による農家戸数の減少が、この計画の本来の

課題・問題点でなかったのかなと。この計画

の中で、これが進行してしまったということ

を考えますと、では、この高齢化対策、戸数

の減少、これが美幌町としては課題という認

識なのかどうか、町長の考えをお聞きしま

す。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 課題の問題でありま

すけれども、私も１９年に策定された農業振

興計画を改めてちょっと見ました。

それで初めのページに書いてありますけれ

ども、この当時、１９年の当時ではまだＥＰ

Ａの段階であります。象徴的なのはここだと

思いますけれども、この４年間の間にＥＰＡ

から最近はＴＰＰまで移ってきているという

ことで、さらには先ほども言いましたように

政権交代があった。この当時は品目横断の所

得補償をしようと、今は戸別所得補償に変

わってきているということで、あるいは農業

基盤整備事業は、６０数％も国の予算削られ

ると、その分を戸別所得補償のほうに充てて

いると言われているものもあります。

そういったように、この４年間でこうした

大きな変化があったということで、そういう

意味では私は一番の問題は、やはり今の後継

者不足だとか高齢化だとかいろいろ問題はあ

ると思いますけれども、やはり日本の農政の

あり方そのものが僕は問題ではないかなと

思っております。

農業者が、将来にわたって希望の持てる営

農ができるかどうかというと、極めて今、揺

らいでいるのではないかなと思っているとこ

ろであります。そんな中、我々の町は基幹産

業は農業でありますから、１万ヘクタールの

農地をしっかり守る、そして農地保有合理化

事業を使って、担い手に土地を集積できると

ころはしっかりやりましょうというのが、こ

の計画の中身だと思いますので、いろいろな

課題はあると思いますけれども、私は、やは

り国においてもうちょっと農業者に対して、

将来に対する強いメッセージをぜひとも発し

ていただきたいということは、機会あるごと

に言わさせていただいております。そういう

ところから出発して、この町でできることは

しっかりと取り組んでいきたいと。課題はた

くさんあると思いますけれども、一つ一つ地

域の関係団体と力を合わせて、乗り越えてい

かなければいけないと、そんなふうに思って

おりますけれども、いかんせん農業は国の大

きなシステムの中の動いていくということだ

けは、どうしようもならない事実ではないか

なと、そんな認識をしているところでありま

す。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 町長の答弁の中で、

国の問題、世界情勢の関係につきましては、

大きな激変を迎えていると。美幌町も含めま

してＴＰＰには参加反対という表明をしてい

る中で、今現在、日本がどの方向に向かうか

はまだ未知数ということでございますけれど

も、この第３次計画の中に美幌町の農業所得

という表がありまして、所得高が適正に上

がっているというような推移の表がありま

す。ただ、同時に美幌町の農業生産１１０億

から１０５億、１００億円という形で推移し

ていますけれども、当然、農業戸数減りまし

たら農地がふえます。そうなると、売上高が

上がる農家さんもいますので、平均から追っ

ていくとバラ色でなく、減った分だけ補えな

くなったと。その分、極端に言うと、多くの

投資をしている農家さんもあるという現状を

考えますと、第３次農業計画の本当に今年度

の最終的なとりまとめが、大きなポイントに

なるのかな。と申しますと、ＴＰＰが入って

も入らなくても国がどう動いても、地域の農

業政策は地域でしっかりと行うと。そのため

に美幌町が農協とタッグを組んでやるという

ことを訴えている以上、僕は我が町の農業生

産者が、どの方向で所得を上げれるのか、ど
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ういう形で畑を守れるのかというところに大

きな力点を置くべきということを考えていま

す。

今、町長の答弁の中に、一つ、僕が確認取

りたいのは、第３次農業振興計画の中での問

題・課題というのは、先ほど言ったとおり、

農業者の高齢化、後継者不足というところが

一番のポイントと思っています。

続きまして、重ねて第４次農業振興計画に

ついてにちょっと移ります。

この振興計画の中には、先ほどの答弁と同

様に、ＦＴＡ、ＥＰＡ、ＴＰＰ等の課題があ

りますよということは書いていまして、環境

は極めて厳しいと。では、本当にこの中で今

何が厳しいのか、どういうふうに厳しいのか

というのを多くの町民が、余り認識が肌で感

じないのかなと。要するに農業は農業、工業

は工業、商業は商業という分野の人方は、そ

れなりに情報が入りますけれども、では、農

業経営のことが一般町民にわかるかと言われ

ますと、なかなか顕著にわからないと。私

は、地方の２万若干の町であれば、まだまだ

農商工連携といううたい文句で、今、経済が

動いている中ではまだまだ情報を開示、情報

の共有が必要かということを考えています。

ここで質問でございますけれども、第３次

計画、第４次計画等につきまして、今以上

に、町民の人との懇談だとか意見交換する場

というのは、これから予定できるものなのか

どうなのか、町長、よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １番の問題は高齢化

と農業戸数の減少だという、これも一つの認

識だと思いますし、私もこれも一つの問題だ

と思っております。品目的横断による所得補

償のとき、私、物すごく期待したという話

は、この場面でもさせていただきました。

今、日本の産業、片一方では失業率が５％

と言われている状況で、人があふれている状

態です。片一方で人が足りない、では農業所

得を上げることによって、他産業からダイナ

ミックに産業間の人口移動が起きるだろうと

いうようなことも期待しましたけれども、ま

さに期待外れでありました。今後の畑作にお

ける戸別所得補償がどうなっていくかという

ところを注意していかなければいけないと

思っております。

高齢化、それから農業戸数の減少というこ

とで、我々も地元で担い手対策協議会含めて

いろいろな取り組みをさせていただいており

ますけれども、状況としては非常に厳しいと

いうのは言わざるを得ないのかなと、そんな

ふうに思っております。

それから、どう厳しいのかということです

けれども、やはりＴＰＰに象徴されるように

関税の壁を取ってしまうと、やはり一番問題

なのはコスト競争の中で農業が崩壊してしま

うと、そのことによって地域が崩壊してしま

うということが、やはり一番厳しいし懸念し

なければいけないことだと思いますし、ま

た、関税は取ってしまうと、どこから、いろ

いろなものが、食べ物が入って来るわけです

から、我々経験しているわけですよね。外か

ら入ってきたもので、安心でないものを食べ

て、人の命が失われるというようなことで、

安心・安全の問題にもつながると思いますの

で、そういった意味では非常に厳しいという

認識はあると思います。この二つが大きい問

題ではないかなと思っております。

それから、農商工連携というようなことも

必要だということで、これもまさにそのとお

りで、商工会議所中央会ですか、のお金を

使って商工会議所を中心に農商工連携の取り

組みも豚を中心にされておりますけれども、

まだ、最終的な結論までいってないようであ

りますけれども、ぜひとも成功してほしいと

いう思いで、私どももことし６０万円、７０

万円でしたか、当初予算で組まさせていただ

いていますので、こういう取り組みもしっか

りとしていきたいと、そんなふうに思ってお

ります。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 第３次の振興計画の

中身からひもときますと、農地の合理化、要
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するに集約化、法人化も含めまして経営基盤

の強化という部分も、実は後継者対策含めて

あるのかなということで、今の地域ブランド

につきましても町長の言ったとおり農商工連

携で、今回美幌町の補助予算が数十万円。６

０万円ですか、たしか。僕も実は会議所側の

委員でございますので、十分利用させても

らっています。

ただ、これも含めまして、本当に地域でど

うやって農業とともに労働者、要するに働く

方も確保するかという部分なり、あと自給率

の美幌町の考えも第４次が必要かというとこ

ろで、若干数点質問させていただきます。

まず１点目、食料の自給率という部分で、

美幌町の水田の面積が非常にもう少ないとい

うところで、美幌町の食の安心・安全、供給

という部分考えますと、国、道の政策に限ら

ず、美幌町で言うところの美幌町の耕作地の

中に水田が減っているということに関して、

町長はどのような意見があるのか、ちょっと

お聞かせ願います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 我々、小さいころは

季節になると、時期になるとカエルの声がう

るさいぐらい聞こえた、それほど水田が多

かったと思います。今は、美禽地区で多分６

０ヘクタールぐらいだと思いますけれども、

しかも加工米、もち米をつくっているという

ことで、結果的に加工されて菓子の原料であ

るとか……。今、４３に減ったそうで、私、

覚えているは６０ヘクタールだと思いました

けれども、さらに減っているということで、

非常に水田は、畑作もそうでありますけれど

も、一つの文化だと僕は思っていますので、

日本の文化が寂れていくことに対する寂しさ

が若干ありますし、また、地域のいろいろな

環境の循環考えると、やはり水田がなくなる

ことによる保水力の低下というようなことも

ありますし、そういう意味で環境に対する影

響も非常にあるのではないかなとは思ってお

ります。

一方で、今、本州の魚沼産のコシヒカリよ

り、かなりおいしくて、いい米が北海道でで

きるということでありますから、水田という

のは、やはり極めて技術の結集がされている

ような農業だと思うのですね。天候だとか、

植えるときの時期だとか、いろいろな言い伝

え含めて日本の文化だと思うので、私は

ちょっと寂しい思いしますけれども、これも

国の減反対策で減らされて畑作に変わってき

たというようなことでありますから、これは

これでまた一つの結果だと思いますけれど

も、今からもう１回戻すということには、な

かなかならないのかなと思ってちょっと寂し

い思いはしております。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 国の施策、道の施策

というところで地域が翻弄されているという

のが、農業政策の大きな部分だと私も感じて

います。であれば、今、町長の言うとおり、

今、残っている美幌町の水田を長く維持して

もらう、こういう政策も私は必要かと思って

います。

続きまして、労働力の確保ということで町

長に質問いたします。

先ほど、高齢対策だとか、先ほどちょっと

話していました担い手の花嫁対策も含めまし

て、本当に個々の農家さんの働き手が、多分

減ってきていると。統計でも減っていますけ

れども、重ねて従事する作業、携わる、要す

るに短期的なパート、春・夏・秋に短期的に

集中するという労働力も実際経験者もどんど

ん減ってきているという中で、私は美幌町の

産業の労働人口の構成比率から見ましたら、

そちらに労働集約を少しあっせんできないの

かという労働対策という意味合いでも、農業

政策と労働対策、担い手対策というリンクす

る政策が必要な時期が来たということで、第

４次計画に向けてこの辺町長の考えなり、意

見があればお尋ねします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 農家の労働力という

ことで、ここ６年ぐらい前から農家子弟がほ

かの作業に行って帰ってくると。そして自分
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の生まれ育った家を継いでいくというのが十

数名、二けたほどあったのですけれども、こ

こ２年ぐらいですか、ちょっと二けた割って

一けたになっているというようなことにあり

ます。

ただ、これだけ帰ってきていただけるとい

うのは、やはり後継者不足の中で非常にいい

傾向かなと。それは私どもがやっている政策

の中で、新規農業従事者に対する支援含め

て、そういったことも評価されての農家子弟

が帰ってくるという、新たに農業従事に当た

るという結果なのかなと思っておりますけれ

ども、あと、そういうこともやはり続けて

いって、後継者をしっかり見つけていくとい

うことも重要だと思いますし、ただ、ちょっ

とアレルギーある部分で言うと、法人化を進

めて、法人化の中で例えば農業に従事する人

をたくさんそこで働いてもらうという方法も

一つあると思いますけれども、なかなか法人

化も一家一法人のところを抜けきらないとい

うようなことがありますので、こういったこ

とも取り組まなければいけないのではないか

なと思っておりますし、短期労働者、いわゆ

る昔で言う出面さんだと思いますけれども、

これにも随分御苦労されていると聞いており

ます。

今、人材派遣会社の方、そういう会社で一

部そういうところにも行っておられるという

ような話を聞いておりますけれども、ただ最

近、農家も大型機械化されて、人手でなくて

機械力でやってしまうというところ多いよう

に聞いておりますけれども、ただ、少ないと

いうのが現実にあると思いますので、こう

いった対策もやはり考えなければいけないの

かなとは思っております。

ちょっとこの労働力とは違いますけれど

も、例えば、ここのえくぼ福祉会が、みらい

農業センターに行って、サヤインゲンの選別

をやっていただいて、これが軌道に乗ってい

けば、一般農家の方にもいろいろな農業のお

手伝いできるというようなことも可能になっ

てくると思いますので、そういうのも私ども

としては支援をしていきたいと、そんなふう

に思っております。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 今の福祉団体と農業

の連携もよしと、僕、思いますよ。ただ、本

当に美幌町の今、ことしの数字はわからない

のですけれども、美幌町民のうち１万人超え

た方々が、労働力として所得税を払っている

と。ただ、残念ながら働いている相当数が所

得が上がっていないというのも現状かなと、

その中で私は、美幌町の基幹産業であるとい

う位置づけであれば、そこの労働力をどう導

くのか、これはしっかり第４次計画に入るの

かどうか、確認したいという気持ちでありま

す。

重ねて、同じく第４次計画に向けてという

意味合いでの質問でございますけれども、今

回、大雨なり降ひょうという形で先ほども質

疑の中でしましたけれども、多くの圃場と水

路だとかそういうところの被害が出ていると

いうのは私も見ています。極端に言えば、美

幌町の担当部局も日夜そこに駆けつけて確認

作業をしているというところもわかっていま

すけれども、ここ数年そういう異常気象、突

然とする災害が単発的に起こるということを

考えますと、今後、美幌町の土木予算等の中

に、こういう圃場、もしくは水路、道路の維

持費を、金額を増額するべきという時期か

な、これは異常気象が続くという部分を予定

した場合ですよ。こういう部分も土木、建築

の雇用対策と考えれば、やはり急ピッチで整

備対策を急ぐべきと。本当に水路、開水路、

道路側溝、数年来改修してない、保全してい

ないという箇所がだんだんふえてきているの

かなと。私の見る限りでは、年、何千万円単

位で数年間続けなければいいものできないと

いうところで、これも第４次計画にぜひ方向

性が入ればいいのかなと思っています。

あと、一つ、町長に考え方がどうなのかと

いう部分がありまして、健康管理という部分

でございます。

個々の農家さんも個人経営でございますの
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で、当然、農協さん通じては集団検診等もし

ていると思いますけれども、農業戸数が減っ

てきて仕事の作業量もふえてきているという

中で、どうしても健康管理について、美幌町

の計画の中で強くその方針を訴えてはどうか

と、そういう部分も農業を守るという意味合

いでの対策としてどうなのか、健康管理とい

う部分で、町長はどのように、何か意見があ

れば。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 最近、異常気象とい

うことで大雨が降ったり、片方で干ばつが

あったり、あるいは、ひょうが降ってみたり

というようなことあります。ひょう、あるい

は干ばつを防ぐというのは、なかなか難しい

と思いますけれども、究極的にはやはり土地

基盤整備をどうするかという話だろうと思い

ます。

ですから、土地をどういうふうにするかと

いうところが、これを地元だけでこの解決す

れというのは、なかなか難しい話であります

ので、我々従来言っているように、引き続き

土地基盤の予算をしっかりつけていただい

て、そして道は、それにパワーアップ事業み

たいなものを上乗せして、農家負担を少なく

して、６％、７％に抑えて、しっかり土地基

盤整備をできるようにしなければいけないと

思っております。

特に、雨なんかの影響で大型機械が入って

畑自体固くなって水がたまる、そういった意

味では例えば暗渠を入れるだとか、そういう

ことはやはり土地をいじるということは極め

て重要だと思いますので、先日、きのう、お

とついですか、道議会がひょう被害のとき

に、地元の声を聞きたいということで私も出

席させていただいて、ひょう被害のこと以外

に、農業基盤整備のことをしっかり取り組ん

でほしいという意見も申させていただきまし

た。そんなので、基本的にやはり土地基盤整

備のほうでしっかり取り組んでいくというこ

とが重要ではないかなとは思っております。

健康づくりについては、農業の皆さんだけ

でなくて、町民の皆さん全体に言えることで

ありますから、午前中も答弁させていただき

ましたけれども、町民全体の健康を守るとい

う立場で、農業者の方も含めて健康づくりの

ために、我々はいろいろな方策をとっていき

たいと、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 健康管理につきまし

て、あと農業基盤、あとは農業の経営の関係

だとかも含めまして、本当に基本的な部分で

ありますので、ぜひ健康管理という部分で

は、まだまだエキノコックスの関係だとか、

飛散防止型のスプレーヤーの導入だとか、こ

れについてもまだまだ論議したいところでご

ざいますが、これは次回の一般質問で、また

論議したいと。

大きい２点目に入ります。

公営住宅の長寿命化計画ということで、先

ほど回答の中でも大きく２点ほど注視したい

ところありまして、まず１点目は、この計画

そのものが前議会中に配られるのかなと。３

月までに終わるのかなと思ったのですけれど

も、３月に間に合わなかったようなので、今

回の一般質問で確認を取りたいと思います。

この中に書いていますまず１点目として、

アンケート等の中で早くやらないといけない

なというような言い方になっています灯油の

集中供給の部分があります。この集中供給に

ついての予算措置がどのようになっているの

か、また、２４年から運ぶとなりますと、具

体的にどういうふうな流れでもっていくの

か、また、この計画が少しでも早くできない

のか、町長の考えをお聞かせ願います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 実は交付金の対象に

なるということが、長寿命化計画を立てなけ

ればだめだということで、１回目に答弁させ

ていただいたように、私も計画としてまず

真っ先に取り組みたいのは、やはり４階建て

のところに灯油配送車が来て、供給口を持っ

て上がるということはまずだめだと。ポリタ

ンクで業者の方が上げるというのもだめだと
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いうことになれば、入居者が自分で運ぶとい

うようなことでありますから、これはお年寄

りにとっては非常に難しいということであり

ますので、私はまず高齢者の方、あるいはハ

ンディキャップ持っている方が、２階でも３

階でも大変だと思いますけれども、そういう

ところで冬６カ月間、雪に埋もれて過ごす中

では灯油は極めて重要なので、ぜひともこれ

を真っ先に取り組みたいということで、実は

こういった交付金事業がありますので、来年

以降実現できるようにということで、ただい

まちょっと打診をしているところであります

ので、これがオーケーということになれば、

ぜひともこのことからまずは取り組んでいき

たいと、そんなふうに思っております。

また、その他の長寿命化するためにいろい

ろなことを考えておりますけれども、それは

計画書の中に載っておりますので、それをご

らんいただければなと思っております。

以上であります。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦議員、時間

のこともお考えください。

○６番（松浦和浩君） あと、５分あります

ね。

今、補助事業等が決まる決まらん以前に、

美幌町の予算としてしっかりと取り組んで、

この計画は実行するのだという気持ちは、多

分、町長にあるのかなと思いますので、この

部分についてはしっかりとした具体案を早急

に提示されまして、地元業者、そして住んで

いる方々が一刻でも早くいい暮らしできる

と。同時に、窓の寒さの関係もありますの

で、補修工事も必要かと思いますので、ぜひ

町長の予算措置が２４年度の予算でどうなる

のか、楽しみに待っています。

続きまして、最後の確認になりますけれど

も、用途廃止事業ということで、私もこの中

見ていて、何か空白があるページがあるなと

思って見ていたのですけれども、美園公営団

地の老朽化が著しいということで、今後、こ

の検討に入るという旨の回答でございますけ

れども、私、借り上げ公営住宅等の指針のと

きに、町の中に人を集めると。少しでも町に

活気を出そうという方針があったのかなと、

その中で今、借り上げ公住が数棟ほど町にあ

ると。中心市街地活性化基本計画もできたと

いうことで、それ以降、新たな公営住宅の新

設については、新町に道営住宅できたという

部分でもうとまっている。そうなると、美園

公営住宅が今後町中に移転するのか、今の場

所で改修するのか、同時に古いということで

金額的にも相当安い形になっているところも

あるということを考えると、これらの団地の

移転場所、団地の位置、高さも含めてどうす

るのか。そして、この計画が１０年後なのか

５年後なのか、もう既に老朽化になっている

という現状を考えて、町長の具体的にこの計

画に乗り出す時期はいつぐらいから本格的な

検討に入れるのか、再度、町長の気持ちをお

聞かせ願います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 長寿命化の計画ごら

んになったらわかると思いますけれども、ま

ず、修繕的な先ほど言った灯油の供給できる

ようなシステム、こういったものをまずやっ

て、建築のほうはしばらくちょっと置かなけ

れば、財政状況含めて考えるときに、やはり

もうちょっとしばらく時間をかけなければい

けないと、そんなふうに思っております。

その間に、やはり公的な住宅を供給する環

境がどうなのかということも考えないといけ

ないと思っております。老朽化したから、す

べて同じ部分を建てかえするかということに

は、なかなかなりきれないのではないかなと

思っていますので、そういった推移も見定め

て決めないといかんなと思っております。い

まいま、ここ二、三年の間にということには

ならないのではないかなと思っております。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦さん。

○６番（松浦和浩君） 公営住宅が、私、町

中に少しでも多くなるべきという考えを持っ

ているものでございますけれども、美幌町以

外から多くの人の流入政策、これは町を活気

づける施策の基本だと思います。であれば、
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公営住宅も含めまして、町並み、町中に人を

集める計画、政策、町外以外からも集める。

津別町は、公営住宅の部分、津別町に働かな

くても公営住宅に入りませんかというような

やり方をしたり、人を集める政策をうまく

使っていると。私も、美幌町の公営住宅の建

てかえではなく、今後、持ち家制度の考え

方、貸家業との考え方も含めまして、新たな

公営住宅の考え方に、視野に立つべきと思っ

ていますので、これについてもまた再度、町

長に意見、議論という形でやりたいと思いま

す。

町長に、最後、聞きたいことがありまし

て、公営住宅に係る費用、今後、大きくなる

と思いますけれども、できれば早いうちに改

修工事に手をつけてもらいたいということで

終わります。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 本当に一番困ってい

るのは４階とか３階の方が、非常に若い人で

も大変だと聞いていますので、これは先ほど

言った交付金が決まれば、ぜひとも来年から

やらさせていただきたいなと思っておりま

す。

あと、我々、今まで取り組んできたのは、

平成１４年だったと思いますけれども、町中

に居住していただこうということで５９戸借

り上げ公営住宅やりました。これも全道に先

駆けてやったということで、そういった意味

では一定の効果があったのだろうと思います

し、また、シルバーハウジングも旭団地のほ

うに３０戸つくってありますし、また、極め

て厳しい状況でありましたけれども、駅前に

道営住宅も建てていただきました。

そういった意味では、町中誘導が結構でき

たと思いますので、あと、住宅政策とちょっ

と離れますけれども、中心市街地をどうする

かという問題の中でまた考えなければいけな

い問題ではないかなと、そんなふうに思って

おります。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、６番松浦議

員の一般質問を終わります。

暫時休憩といたします。

再開は、３時といたします。

午後 ２時４５分 休憩

─────────────────

午後 ３時００分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私は、教

育行政についてと福祉行政、２項目について

通告してございますので、説明をしながら質

問をさせていただきたいと思います。

まず最初に、（仮称）文化ホール運営につ

いてということでございますが、これは町民

の念願でありました（仮称）文化ホール建設

工事につきましては、着々と進められてお

り、平成２４年６月２９日には完成の予定と

のことですが、文化活動をされている方々か

らは、喜びの声が聞こえております。

その反面、心配されているのは維持管理費

と運営方法についてではないでしょうか。

オープンまでには１年余りの期間があります

が、取り組みの内容によっては時間を要する

ものもあるのかと思われます。今後、どのよ

うな取り組みをされようとするのか考え方に

ついて、お示しできるものがあればお聞かせ

ください。

２点目の特別養護老人ホーム緑の苑の経営

移譲後の連絡体制についてということで質問

させていただきますが、平成２２年４月１日

に、社会福祉法人恵和福祉会に移譲されまし

てから１年経過いたしました。民間のノウハ

ウを生かして、より充実したサービスを提供

していただいているものと期待をしていると

ころですが、恵和福祉会との連絡体制につい

てはどのように行われてきているのか、取り

組み内容についてもお示しできるものがあれ

ばお聞かせいただきたいと思います。

以上の２点ですので、どうぞよろしくお願

いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。
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○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 坂田議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

教育行政については、後ほど教育委員会の

ほうから答弁をさせていただきます。

福祉行政について、特別養護老人ホーム緑

の苑の経営移譲後の連絡体制についてであり

ますが、平成２２年４月１日の特別養護老人

ホーム緑の苑の経営移譲後、運営主体である

社会福祉法人恵和福祉会では、即応性のある

民間のノウハウを生かして、これまで廊下床

の張りかえやボランティアルーム及び相談室

などの整備を行い、現有施設利用に伴う改善

を図り、利用者サービスの向上に努めてきて

おります。

また、施設利用者の衣料品等についても御

家族などの方が必要に応じて購入されており

ましたが、町内の４店舗の御協力をいただ

き、施設内に出張店舗を開設して、直接施設

利用者の御本人が希望されるものを購入する

ことができ、大変喜ばれる取り組みなどを

行っておられます。

さらに、施設介護サービスの提供における

向上につきましては、経営移譲後、介護施設

においての接遇研修、生活援助場面での介護

技術、ひとりの心を見詰めるケア研修、認知

症の人の心理とその支援研修、ケアマネジメ

ント研修、介護看護職員研修などの派遣研修

及び内部研修を平成２２年度において４１回

実施し、介護資質向上のため努力されてきて

おります。

また、新型特養の平成２４年４月完成を前

に、これまでの集団介護からユニットを単位

とする個別介護へ移行するに必要な研修派遣

や現有施設の中でありますが、ユニットを単

位とする介護システムの取り組みとして、現

有施設の各棟を単位とする介護方法の取り入

れなどを行い、利用者サービスの向上に努め

てきているところであります。

御質問の連絡体制にについてですが、経営

移譲後において施設を利用されます方々への

サービス提供の向上を図るため、毎月定期的

に緑の苑と町とで平成２２年５月１７日から

打ち合わせ会議を開催し、運営状況等の協議

を行い、これまで１０回の協議を行ってきた

ところであります。今後におきましても、利

用者の方々が安心して施設を利用できるよ

う、緑の苑と定例の協議を行い、利用者サー

ビスの向上と安心して利用できるよう最大限

の配慮を行ってまいりたいと考えておりま

す。

以上、答弁をさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君）〔登壇〕 それでは

教育行政について、（仮称）文化ホールの運

営についてお答えを申し上げたいと存じま

す。

（仮称）文化ホール建設工事につきまし

て、東日本大震災の影響が懸念されておりま

したが、鉄骨等の搬入での幾分の影響があっ

たものの、順調な進捗状況となっているとこ

ろであります。

御質問の（仮称）文化ホールの運営につい

てでありますが、これまでも議会に対して説

明しておりますように、（仮称）文化ホール

を含む町民会館について、施設の管理運営に

ついては、これまでどおり町が直営で行うこ

ととしております。具体的には総務部が所管

し、町民会館と同様に、貸し館として一体管

理を進め、ホールの運営については教育委員

会が対応することとしております。

その中で文化団体等への支援体制の強化を

行うことや、舞台機構、音響、照明の専門技

術者育成等の支援を図ることといたしており

ます。今後の取り組みといたしましては、施

設や備品の使用料を定めるための町民会館条

例の見直し、愛称の募集、さらには文化団体

等に対して継続的な支援強化につながるよう

なオープニング事業の検討などについて、現

在、鋭意進めているところであります。

今後におきましても（仮称）文化ホール

が、文化活動の拠点施設として、より効率

的、効果的な管理運営となるよう検討を重

ね、万全な対応をとってまいりたいと考えて
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おりますので、よろしくお願いを申し上げま

す。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） まず、文化ホール

の運営について再度質問させていただきま

す。

御答弁いただきましたように、施設の管理

運営については町が直営で行うということ

が、これが一番理想的なのかなと判断してい

るところでございます。ホールの運営につい

ては、教育委員会が深くかかわることで利用

促進を図れると考えられるからです。

今後、取り組まなければならない課題とし

ては、まず一つ目には、舞台機構、音響、照

明等の専門的技術者について、この専門的な

技術者を配置をするのか、また、イベントご

とに来ていただくのか。

もう１点は、文化団体、または一般の方々

にも興味、関心のある方に技術指導の機会を

重ねて習得していただくなど、具体的な取り

組みが大事ではないかなと考えているところ

ですが、もしこの件についてお示しできるも

のがあれば、お聞かせいただきたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） ただいまの御質問

でありますけれども、管理運営については、

基本的には町が管理運営をするということで

ありまして、今、お話がございましたホール

の舞台ですとか照明、音響等につきまして

は、教育委員会がというか、町が専門技術者

そういう組織といいましょうか、会社もござ

いますので、そこから委託という形になろう

かというふうに思いますけれども、技術者を

当面配置をいたしたいと思っています。

これが未来永劫、技術者をずっと配置する

かどうかというのは、今後の運営の状況に

よって、これはまた判断しなければならない

というふうに思いますけれども、当面そうい

う技術者を配置しながら、ただいまお話があ

りましたとおり、文化団体、あるいは町民の

中で、こういう施設の管理に興味のある方も

含めて、その専門的技術者から操作も含めて

技術指導を受けて、ホールの使用に当たっ

て、まさに舞台だとか音響だとか専門的に高

度なものを求めるような舞台というのでしょ

うか、催し物があったときは、それぞれいろ

いろあるのでしょうが、それなりに今の施

設、使い勝手のいい施設を目指して頑張って

おりますので、その中でそれなりに操作がで

きるような方たちが美幌に養成をされれば、

これまた経費の面や何かも含めて、より運営

上、使われる方にとってもいいだろうという

ふうに思っていますので、ただいまお話があ

りましたような方向で当面管理運営を進めた

いと、このように思っています。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） 私も、この舞台の

音響ですとか機械操作については、一般の方

も多分興味持っている方もいらっしゃると思

いますし、今までかかわっていただいた人た

ちもいるということで、ぜひそういう人たち

に、たくさんの人たち、そういう人たちを

募って、その中で運営する方法も一つには考

えられるのかなというふうに思っています。

特に、教育委員会の皆様方は、今回のホー

ルに関しては、近隣町村で先駆けて取り組ま

れているところ、自治体もたくさんあります

ので、そういうところのいいところだけを参

考にさせてもらうことも必要なのかなという

ふうには考えています。

もう１点、もう一つ大きな課題というの

は、利用促進ではないかなというふうに思っ

ているところなのです。御答弁にもありまし

たように、文化団体への支援体制の強化とい

うことでうたわれておりましたけれども、具

体的にはどんなことを考えているのかなとい

うような思いがありますので、お示しいただ

けるものがあれば、お聞かせいただきたいな

というふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 本当に舞台の運営

といいましょうか、舞台・音響・照明の運営

でありますけれども、本当に町民の皆さん方
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に、ある部分でその操作も含めて、ぜひそう

いう方向に進みたいというふうに思っていま

す。

そのためにも先ほど申し上げましたですけ

れども、当初、いきなり操作しようとしても

難しい話でありますから、専門の技術者その

中でしっかりそういう体制を組んでまいりた

い、このように思っています。

また、近隣の運営状況、これは当然のこと

でありまして、ある意味ではいいとこ取りを

したいなと、このように思っております。

それから、文化団体等の育成ということで

の御質問については、担当から答弁をさせて

いただきます。

○議長（古舘繁夫君） 文化ホール建設準備

主幹。

○文化ホール建設準備主幹（石坂 聡君）

今、坂田議員がおっしゃいました稼働率とい

う話になろうかと思いますけれども、新しく

ホールができます。できるだけ身近なホール

になるような利用拡大という話になってこよ

うかと思います。それは、利用する場合の料

金の話とか、チケットを売ります。各団体さ

んが事業展開するときに、自分たちで全部賄

えるものではございませんので、それを下げ

るような要素をどこかにつくらないとならな

いでしょうということで、使用料の話とかそ

ういう設定も含めて整理をしていきたいと。

それによって利用が広がるような話をしてい

きたいと。

それと、それぞれサークルさんが行う事業

に対する積極的な支援というか、鑑賞事業と

かそういうものをやる意味での事業というの

は拡大する要素はありますけれども、一瞬で

終わるような要素もございますので、できれ

ばそれを継続を持って整理するという意味で

は、そういうサークルさん、団体さんに対す

る支援、援助という話は、していかないとな

らないと思います。

それと、文化の底辺が広がるような例えば

小学生とか中学生に対する、俗にアウトリー

チ的な授業についても展開するような話が必

要になってくるかなと。あとは、それぞれ多

くの町民が文化ホールを鑑賞事業とか、創造

活動の拠点としての話がありますので、多く

の町民が参加できるような事業展開というこ

とになっていくかなと。そういう意味では、

そういうことをやることでホールの利用拡大

につなげていきたいと思っています。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） 今、私が申し上げ

ようと思ったことを先に言われてしまったか

なというふうに思いますけれども、活動団

体、今の活動団体というのは平均高齢化し

て、団体数も減少にある傾向ですよね。そん

な中では新たな活動団体の取り組みとして、

例えばジャンルの拡大とか、例えば子供たち

を対象としたそういう団体だとか、または若

い人たちの層を含めていろいろな年代層の団

体というのも育成から始めていかなければい

けないのではないかなというふうに思うので

す。新しい団体を来るのを待つのではなく

て、育成を含めて取り組んでいかなければな

らない問題でもあるのではないかなというふ

うに思いますので、ぜひ、そのことについて

も早くから取り組んでいただければというふ

うに思います。

今、主幹のほうから説明いただきましたよ

うに、いろいろなことを考えて、そろそろ準

備の段階に入っているのかなというふうには

思うのですけれども、いずれにしても思いだ

けをめぐっていたのではどうにもなりません

ので、一日も早いそういう活動というか、組

織づくり、体制づくりというのを取り組んで

いただきたいなというふうに思います。

先ほども教育長もおっしゃられていました

ように、すばらしい施設で一人でも多くの人

にかかわっていただいて、美幌の文化活動の

拠点施設として、より効率的で効果的な運営

に私は期待していたいなというふうに思って

おります。

先のことも申し上げましたけれども、専門

的技術者の養成ということでは、早いうちか
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ら町民の人に声をかけて参加者を募って、そ

の上で早い段階で取り組んでいただければと

いうふうに思いますが、今からいつごろの時

期と言ってもなかなか難しいかもしれません

が、早い段階で取り組んでいただければと思

いますが、もし考え方があればお聞かせいた

だきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（川崎俊郎君） 今、一つの例を挙

げてお話がございましたですけれども、いわ

ゆるホールにかかわっていただく方たちの組

織化と言っていいかどうかわかりませんけれ

ども、それも実は建設が、御承知のとおり２

４年６月２９日が完成を見るということであ

ります。実際に設計上どうのとかいろいろ

言っても、これまた難しいというか、なかな

か御理解をいただけないのだろうなというふ

うに思います。ある程度、施設がこういうも

のであるというものが見えてきた段階で、具

体的なその検証に入るということであります

から、当然、その前には、携わっていただけ

るような方たちの組織化というのは、その前

段でやらなければならないなというふうに

思っています。

今、お話があって直ちにあしたから取りか

かるという話はなかなか難しいのであります

が、タイミングを見はからってしっかり対応

したいというふうに思っていますし、今は、

当面、施設がもうそろそろ実は鉄骨が組み上

がってきます。施設がどういうもの、それが

しっかり建物としてでき上がるということ

に、所管としては注視しておりますし、さら

には愛称の募集ですとか、あるいは料金体系

がどうであるとか、さまざまな分野ございま

すので、それぞれにタイミングを失しないよ

うに対応してまいりたいと、こういうふうに

思います。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） 教育長の答弁にほ

かなりませんが、これ以上言う必要はないと

思っているのですが、形も見えない中で、な

かなかいろいろなものに早く取り組んでくだ

さいというのは酷な話かもしれませんが、た

だ、やれることは町民の人たちに理解を求め

て、一人でも多くの人にかかわってもらうこ

とによっていい運営ができたり、いいホール

の運営の仕方ができるのかなというような思

いもありますので、ぜひそういうところを考

えていただいて、取り組んでいただきたいな

というふうに思います。

次に、特別養護老人ホームのほうに移らせ

ていただきます。

○議長（古舘繁夫君） 坂田さん、答弁はよ

ろしいですね。

○９番（坂田美栄子君） 答弁、いいです。

何回も同じこと聞いていますので、はい。

それでは、特別養護老人ホームのほうを再

度質問をさせていただきますけれども、先ほ

ど答弁いただきましたように、即応性のある

民間のノウハウを生かして、確かに今まで取

り組まれていなかったもの、中には衣料品に

ついても施設内に出張店舗を開設して、直

接、施設利用者の御本人が希望されるものが

購入される、こんな取り組みはすばらしい取

り組みだなというふうに感じているところで

もございます。

介護サービスの提供についても介護資質向

上のために、さまざまな研修事業等を実施さ

れていることについても、民間ならではの取

り組みだなと、十分理解はしているところで

ございます。

ただ、残念なことがあります。こんなにす

ばらしい取り組みをしているこの施設なので

すけれども、一部のこととしてしか御理解さ

れていないかもしれませんが、たまたま入所

者、また家族の方たちとの対応の中で、数回

にわたってこの施設が気に入らないのであれ

ば、行きたい施設に行ってくださいと言われ

て、そのことが原因で心筋梗塞が起きたにも

かかわらず、なかなか病院に連れて行ってい

ただけなかったり、つらい思いをしたりし

て、生きる望みをなくしてしまわれたりして

いる方もいらっしゃいます。家族の方につい

てもノイローゼぎみになられたかということ
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を伺っております。このようなことはあって

はならないことではないかと、私は思ってい

るところです。

そこでほかにも苦情として多々あるのです

が、相談窓口としては自治体が対応すること

になっています。サービスを低下させないと

いう町民の方々とのお約束だったと思うので

すが、どのように連絡体制をとられ、対応さ

れているのかお聞かせいただきたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ただいまの御質

問の件でございますけれども、先ほど町長か

ら答弁申し上げましたとおり、基本的に２２

年４月１日以降から、民間に移っても利用者

のサービスの向上のためにということで、打

ち合わせを緑の苑とやってございます。

そんな中で相談窓口については、基本的に

緑の苑の中の生活相談員がいますので、その

方にまず相談窓口は行きます。

その中で体制的にどうなのか、今言われた

細かな事例もございましたけれども、本当に

どうなのかなということも検討されたようで

ございます。その中で、私のところにも電話

来ましたけれども、一例のことだけちょっと

話しますと、入所者から家族に言った、家族

からまた介護する者、そして役場に来ると

いったことの中で一番大事なことは、緑の苑

においては、本当に入所者のために職員挙げ

て、どうやったらいいかということでサービ

ス向上に努めているの現実です。ただ、聞い

ていく中でどうしてもそこの話が、入所者か

ら家族に言った場合とちょっと伝わっている

部分が違うということがそういう話になった

かと思います。

そういう中で、今後についても定期的にそ

ういったことも含めて打ち合わせ等を行いな

がら、サービス向上に努めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。

先ほど言われたことについては、そういう

ことではなくて、いわゆる一生懸命介護職員

がやることに対して、いろいろなことに対し

て要望出てくるものがあるものですから、決

して出て行けということではなくて、本当に

改善するために、入所者のためにと思って

やったことでありますので、そこら辺につい

ても家族の方とそれと我々打ち合わせの会議

中でもその話をしましたので、そういうよう

な話については、ちょっと誤解があったとい

うことで、それについてはそういう話ではな

いということで御理解いただきたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） 今、部長のほうか

らもお話がありましたけれども、確かに生活

相談員、それから家族の方、入所者の方、生

活相談員の人たちの話が少しずつ食い違って

いるのはあるかもしれません。だけれども、

ただ、現実としてこういう苦情が間違いなく

あったということに対して、町がきちっと対

応しなければならないということになってい

るはずなのです。私も規約を見せていただき

ました。その中で、内容が違っているからと

いうことではなくて、やはりそういう苦情が

あるということに対して、町がどう対応して

いくか、恵和会の連絡体制の中でそういう問

題点があるとすれば、どんな方法で解決策を

見出していくかということが、私が行政側の

役割ではないかなというふうに思うのですけ

れども、そこら辺の私の認識が違うのか、そ

れともそちらの認識が違うのか、そこら辺

ちょっと私には理解しかねる点がありますの

で、やっぱり対応の仕方について、もう少し

きちっとした対応ができるように取り組んで

いただきたいなというふうに、私の思いで

す。入所者の思いだと思って聞いていただき

たいなというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 具体的な経過に

ついて今御指摘ありましたけれども、最終的

にはそういった入所者の方が協定を結ぶと、

坂田議員おっしゃるとおり、役場のほうにも

相談に来たりします。

それでそういったことも含めて定例打ち合
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わせの会議、緊急の場合については民生部が

行って、向こうの施設長、それから介護職

員、それからケアマネジャー、生活相談員入

れて、その事例について検討します。

御指摘の点については、そういった話が先

ほど言ったように、そういう本人を介護サー

ビスするために言った内容が、そういうふう

にとられたというような感じでございますの

で、決して緑の苑側でそういった話がされた

というふうなことではございませんので、御

理解願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ９番坂田さん。

○９番（坂田美栄子君） 話としては、私と

してはわかったような、わかっていないよう

な内容なのですけれども、いずれにしても利

用者の方々が安心して施設を利用していただ

くために、そういう連絡体制だとかいろいろ

な組織をつくっているわけですよね。だか

ら、そういうものを最大限配慮していただく

べきものではないかなというふうに思いま

す。

定期的に先ほど説明がありましたように、

連絡体制もしっかりと取り組まれているとい

う話もありますので、そういう入所者、家族

の方の話が再三出てくるようでは、連絡体制

がしっかりしていないのではないかというふ

うにとられても仕方ないのではないかという

ふうに私は思うのです。だから、そこら辺の

ことを行政側が中心になって連絡体制の中

で、十分、利用していただく方たちのために

安心して施設介護を受けられるための連絡調

整を果たしていただきたい、そんな思いで今

回出させていただきました。

私も恵和福祉会の方々が、決していろいろ

なことをしてくれていないとかと、そういう

思いで話しているつもりは毛頭ございませ

ん。先ほど、最初にも申し上げましたよう

に、民間のノウハウを生かして、本当に充実

したサービス提供をしていただいているなと

いう思いは持っているのですが、やっぱり苦

情が来た場合にはきちっと対応できる、そう

いう連絡体制だけはしっかり行政側として取

り組んでいただきたい。本当に安心して利用

できる施設として、これからもきちっと取り

組んでいただきたいという思いを込めて、今

回は出させていただきましたということなの

で、御理解していただきたいと思います。

本当に私たちも、いつそういうところでお

世話になるかわかりませんけれども、安心し

て施設利用できるという状況だけはつくって

おきたいということで今回質問させていただ

きましたので、取り組みのほどよろしくお願

いしたいと思います。

その意味を込めて、私の質問これで終わら

せていただきますので、答弁だけお願いしま

す。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷 良君） 緑の苑の問題です

ね、今、いろいろ御指摘ございました。私も

その話は聞いておりまして、本当に大変遺憾

なことであるなということで、対応に当たっ

たところでございます。私は、直にその話を

当事者から聞いたわけでありませんが、民生

部長以下で対応したところでありますけれど

も、本当に経営移譲のときもそうであります

が、こうしたことは起きてはならないことで

ありますし、坂田議員さんが御心配されるこ

とはあってはならないということで、私ども

も十分これからも対応してまいりたいと思い

ますし、今回の件につきましては、お互いの

いろいろな食い違いが、今、部長が説明した

とおり、いろいろなその間に意見の食い違い

というか、そういう相違があったということ

でありますが、結果としては解決をしたとい

うことで、決して今の恵和福祉会の対応がま

ずかったとかそういうことではなくて、その

ことについては入所者の方に理解されなが

ら、今も入所していただき、利用されている

いうことでございますので、私どもは解決し

たと思っていますし、また、そういう苦情に

ついては私どもも今後も十分、坂田議員さん

御指摘のとおり、もとより責任を持って対応

していくということに、全く変わりはないわ

けでありますので、今、御指摘の点、改めて
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また私どもも意を用いながら対応してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、民生部長、そし

て副町長から答弁あったように、私のところ

も直接そういう電話が御本人からありまし

た。それについて、早速指示をして話をさせ

ていただいています。

どういう状況の中で、どういう言葉が使わ

れたかわかりませんけれども、しかし、仮に

もサービス事業者がそういうふうに受けとめ

られるということは、極めて遺憾なことだと

思っておりますので、それはまた事実関係

はっきりさせて、しっかりと指導したいと、

そんなふうに思っております。

ただ、今、まさにこれから新しい特養がで

きて、１６床の増床を図る、そしてよりよい

環境の中で皆さんに利用していただきたいと

いう思いがありますので、できれば多くのサ

ポーターをつくって、この町において必要の

ないという施設でなくて、本当にいい施設に

なっていただくことを我々も願っています

し、そのような方向で進めていきたいと思い

ますので、ぜひとも御理解をいただきたい

と、そのように思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、９番坂田さ

んの一般質問を終わります。

これで、本日の一般質問を終わります。

─────────────────────

◎散会宣告

○議長（小林 勲君） 以上で、本日の日程

は全部終了いたしました。

これで、本日は散会します。

御苦労さまでした。

午後 ３時３６分 散会
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